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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

週
明
け
８
月
５
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
ダ
ウ
工
業

株
平
均
が
２
・４
％
下
落
し
た
。

一
時
は
前
週
末
比
１
２
０
０
ド

ル
超
下
落
し
、
３
万
９
０
０
０

ド
ル
台
を
割
り
込
ん
だ
。
Ｓ
＆

Ｐ
５
０
０
は
４
・
25
％
下
落
、

ナ
ス
ダ
ッ
ク
総
合
指
数
は
６
％

以
上
急
落
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
５
日
の
東
京

株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
の

終
値
は
１
９
８
７
年
の
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
ー
の
翌
日
に
つ
け
た

３
８
３
６
円
を
超
え
る
過
去
最

大
の
４
４
０
０
円
以
上
の
急
落

を
記
録
、
４
４
５
１
円
（
12
・

４
％
）
下
落
の
３
万
１
４
５
８

円
42
銭
で
取
引
を
終
え
た
。
し

か
し
翌
６
日
の
日
経
平
均
株
価

は
大
幅
に
反
発
し
、
前
日
終
値

よ
り
３
２
１
７
円
04
銭
（
10
・

23
％
）
高
い
３
万
４
６
７
５
円

46
銭
で
取
引
を
終
え
た
。
買
い

戻
し
の
動
き
が
広
が
っ
た
。
上

げ
幅
は
１
９
９
０
年
10
月
２
日

の
２
６
７
６
円
55
銭
を
上
回
り

過
去
最
大
と
な
っ
た
。

　

ま
た
韓
国
の
指
標
株
価
指
数

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
は
８
％
下
落
、
ス

ト
ッ
ク
ス
欧
州
６
０
０
指
数
も

約
３
％
下
落
す
る
な
ど
、
ア
ジ

ア
や
欧
州
の
主
要
な
株
価
指
数

も
下
落
し
た
。
日
本
、ア
ジ
ア
、

欧
州
、
米
国
と
「
世
界
同
時
株

安
」
が
進
行
し
た
。

　

２
日
に
発
表
さ
れ
た
米
国
の

雇
用
統
計
の
結
果
が
市
場
の
予

想
よ
り
悪
く
、
ア
メ
リ
カ
の
景

気
減
速
へ
の
懸
念
が
世
界
市
場

の
暴
落
の
主
因
と
な
っ
た
。
労

働
参
加
率
の
上
昇
な
ど
に
伴
っ

て
失
業
率
が
引
き
続
き
上
昇
、

賃
金
上
昇
率
も
引
き
続
き
低
下

し
た
。
非
農
業
部
門
の
雇
用
者

数
の
伸
び
も
大
き
く
減
速
す
る

な
ど
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
を
示

し
た
。
こ
れ
に
加
え
円
高
と
中

東
情
勢
の
緊
迫
化
が
影
響
し
た

と
見
ら
れ
る
。
た
だ
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
株
式
市
場
も
６
日
、
東
京

同
様
に
買
い
戻
し
の
動
き
が
あ

り
、
反
発
し
た
。

　

景
気
減
速
を
食
い
止
め
る
た

め
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
に
早
期
の
利
下
げ

を
促
す
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

民
主
党
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
が
再
選
を
断
念
し
、カ
マ
ラ
・

ハ
リ
ス
副
大
統
領
（
59
）
を
擁

立
し
た
こ
と
で
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
ハ
リ
ス
氏
は
６

日
、
副
大
統
領
候
補
に
ミ
ネ
ソ

タ
州
の
テ
ィ
ム
・
ワ
ル
ツ
知
事

（
60
）
を
指
名
、
激
戦
州
を
制

す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
は
じ
め
ア
リ

ゾ
ナ
州
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
な
ど
の
激
戦
州
で
順
次
大
掛

か
り
な
集
会
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
展
開
す
る
予
定
だ
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
ハ
リ
ス
氏
の

陣
営
は
４
日
、「
ハ
リ
ス
を
支

持
す
る
共
和
党
員
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
立
ち
上
げ
た
。
11
月
の

大
統
領
選
に
向
け
て
ト
ラ
ン
プ

嫌
い
の
共
和
党
員
の
票
を
集
め

る
の
が
目
的
。
著
名
な
共
和
党

員
を
使
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
性
化
し
、
特
に
共
和
党
予
備

選
で
ニ
ッ
キ
ー
・
ヘ
イ
リ
ー
元

国
連
大
使
（
52
）
を
支
持
し
た

有
権
者
に
重
点
を
置
く
。

　

一
方
の
共
和
党
大
統
領
候
補

で
あ
る
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

（
78
）
は
３
日
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
で
集
会
を
開
き
、
共
和
党
の

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ケ
ン
プ
同
州
知

事
（
60
）
を
「
彼
は
悪
い
奴
だ
。

不
誠
実
な
奴
だ
」
と
述
べ
る
な

ど
し
て
批
判
し
た
。
ケ
ン
プ
知

事
は
２
０
２
０
年
の
大
統
領
選

の
際
、
バ
イ
デ
ン
氏
勝
利
の
選

挙
結
果
を
覆
す
た
め
選
挙
人
の

入
れ
替
え
を
す
る
よ
う
ト
ラ
ン

プ
陣
営
か
ら
圧
力
を
受
け
た
が

応
じ
な
か
っ
た
こ
と
で
ト
ラ
ン

プ
氏
の
怒
り
を
買
っ
た
。
ジ
ョ

ー
ジ
ア
州
も
激
戦
区
で
、
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
側
も
穏
健
派
や

無
党
派
を
取
り
込
む
必
要
が
あ

る
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
前
回
の

選
挙
を
蒸
し
返
し
た
。

▽
テ
ィ
ム
・
ワ
ル
ツ
氏
＝
ネ
ブ

ラ
ス
カ
州
オ
マ
ハ
市
北
西
に

あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
出

身
。
17
歳
で
陸
軍
州
兵
に
入

隊
。
チ
ャ
ド
ロ
ン
州
立
大
卒
業

後
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
な
ど
の
高

校
で
教
え
た
上
、
24
年
間
従
事

し
た
州
兵
の
幹
部
を
務
め
た
。

２
０
０
６
年
に
下
院
議
員
、
18

年
に
ミ
ネ
ソ
タ
州
知
事
に
初
当

選
、
現
在
2
期
目
。

Photo Tim Walz- Wikipedia

副
大
統
領
候
補
に
ワ
ル
ツ
氏

勢
い
付
く
民
主
党
陣
営

日
本
は
過
去
最
大
の
乱
高
下

世
界
同
時
株
安
が
進
行
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池田郁斗さん

岡村叶優さん

鈴木楓空さん

服部姫心さん

林　旺生さん

関倫太朗さん

関　龍晴さん

若井咲桐さん

髙𣘺陽音さん

小林彩蓮さん

南雲瑠莉さん

戸田伊郷さん

小田原志優さん

曳田橙馬さん

樋口世夏さん

若井茉那珂さん

　

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
生

と
高
校
生
合
わ
せ
て
16
人
が
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
も
含
め
7
月
30
日
か
ら
８

月
６
日
ま
で
来
米
し
た
。
一
行

に
は
岡
村
秀
康
南
魚
沼
市
教
育

長
は
じ
め
、
市
役
所
職
員
が
同

行
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
リ
ン
カ
ー
ン

記
念
堂
、ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
、

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
自
然
博
物

館
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゼ
ロ
と
メ
モ
リ
ア
ル
博
物

館
を
見
学
し
、
森
美
樹
夫
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
大
使
を
公
邸

に
訪
ね
た
ほ
か
、
国
連
日
本
政

府
代
表
部
で
は
山
﨑
和
之
国
連

大
使
か
ら
国
連
で
の
仕
事
や
世

界
情
勢
の
な
か
で
の
日
本
の
役

割
な
ど
の
話
を
聞
い
た
。

　

ツ
ア
ー
後
半
の
週
末
は
、
自

由
の
女
神
島
上
陸
、
最
終
日
は

分
散
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟

県
人
会
が
迎
え
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊
す
る
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
１
週
間
の
滞
在

と
な
っ
た
。
主
催
は
南
魚
沼
市

で
、
応
募
作
文
で
選
抜
さ
れ
た

中
学
生
は
12
人
と
高
校
生
４
人

が
参
加
し
た
。

　

こ
の
新
潟
県
の
生
徒
た
ち
を

ア
メ
リ
カ
に
招
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

新
潟
県
人
会
の
会
長
で
南
魚
沼

市
出
身
の
大
坪
賢
次
さ
ん
（
不

動
産
会
社
社
長
）
の
発
案
か

ら
。
一
昨
年
亡
く
な
っ
た
大
坪

会
長
の
妻
、
理
恵
さ
ん
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
「
故
郷
が
発

展
す
る
に
は
人
材
の
育
成
が
大

切
で
、
そ
れ
に
は
ま
だ
進
路
を

決
め
て
い
な
い
中
学
生
の
時
が

良
い
と
思
う
」
と
の
夢
を
叶
え

た
い
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
故

郷
新
潟
に
何
度
も
足
を
運
ん
で

実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
だ
。

　

一
行
は
２
日
午
前
11
時
か
ら

Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使

主
催
の
歓
迎
意
見
交
換
会
に
出

席
す
る
た
め
、
総
領
事
公
邸
を

訪
れ
た
。
森
大
使
は
、
前
日
ま

で
一
行
が
訪
問
し
た
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
が
政
治
の
中
心
な
ら
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
経
済
、
メ

デ
ィ
ア
、
文
化
の
中
心
で
あ
る

と
述
べ
、
日
米
関
係
を
よ
り
緊

密
に
し
、
在
留
邦
人
が
安
全
に

生
活
で
き
る
支
援
を
す
る
と
い

う
総
領
事
館
の
仕
事
を
説
明
し

た
。「
当
地
で
生
活
す
る
日
系

人
、
日
本
人
が
自
分
の
故
郷
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
を
感
じ
る
。
海
外
へ
の

興
味
を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続

け
、
故
郷
や
母
国
の
こ
と
を
語

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
き
な

資
産
に
な
り
ま
す
」
と
激
励
し

た
。
生
徒
を
代
表
し
て
若
井
茉

那
珂
さ
ん
（
長
岡
高
校
、
17
）

が
「
今
ま
で
あ
ま
り
知
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
総
領
事
館
の

仕
事
を
ク
イ
ズ
方
式
で
学
び
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
で
日
本
の

存
在
感
が
こ
ん
な
に
あ
る
こ
と

を
知
り
、
日
本
人
と
し
て
誇
り

に
感
じ
ま
し
た
」
と
お
礼
の
挨

拶
を
し
た
。

　

同
日
午
後
４
時
、
日
本
政
府

国
連
代
表
部
に
山
﨑
和
之
大
使

を
表
敬
訪
問
し
た
。
山
﨑
大
使

は
、
日
本
政
府
代
表
部
の
仕
事

に
つ
い
て
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ア

メ
リ
カ
で
は
な
く
国
連
」
と
述

べ
、
何
か
を
決
め
る
時
に
会
議

場
で
発
言
す
る
ま
で
の
「
裏
番

組
」
の
根
回
し
が
重
要
な
仕
事

だ
と
し
て
「
世
界
は
東
京
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
み
た
い
な
と
こ
ろ

で
は
な
く
、
国
際
社
会
は
善
意

や
道
理
だ
け
で
動
い
て
い
な
い

と
い
う
残
念
な
現
実
の
な
か

で
、
発
展
途
上
国
と
先
進
国
と

の
格
差
の
広
が
り
を
是
正
し
て

い
け
る
か
が
人
類
に
与
え
ら
れ

た
課
題
」
と
国
際
情
勢
と
日
本

の
役
割
を
語
っ
た
。
生
徒
か
ら

「
一
国
民
と
し
て
で
き
る
こ
と

が
あ
っ
た
ら
教
え
て
欲
し
い
」

と
い
う
質
問
に
山
﨑
大
使
は

「
自
分
が
や
っ
て
み
て
、
他
の

人
と
比
べ
て
う
ま
く
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
た
ら
そ
の
分
野
で

努
力
す
る
と
い
い
。
自
分
が
得

意
な
こ
と
で
社
会
に
必
要
な
こ

と
で
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

大
勢
の
前
で
自
分
の
言
い
た
い

こ
と
は
積
極
的
に
言
え
る
よ
う

に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
。
失

敗
を
恐
れ
ず
、
失
敗
か
ら
成
功

が
生
ま
れ
る
確
率
を
上
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
３
日
は
、
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会

の
会
員
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
な
っ
て
来
米
し
た
生
徒
た
ち

を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
一
晩
招
い

た
。
同
日
昼
に
は
Ｎ
Ｙ
市
内
の

エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス

で
県
人
会
に
よ
る
歓
迎
会
が
開

か
れ
、
大
滝
哲
生
県
人
会
役
員

の
司
会
で
、
大
坪
賢
次
会
長
が

歓
迎
の
挨
拶
、
岡
村
秀
康
南
魚

沼
市
教
育
長
が
お
礼
の
挨
拶
を

述
べ
た
。
来
賓
と
し
て
三
浦
聡

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
長
、
遠

藤
彰
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
首
席
領
事

が
祝
辞
を
述
べ
た
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
代
表
し
て
渡
邊
智

世
子
さ
ん
が
歓
迎
の
挨
拶
、
高

橋
啓
Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
副
会
長

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
庭
に
向
か
っ
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
南
魚
沼

市
中
学
生
高
校
生
海
外
派
遣
研

修
事
業
を
実
施
で
き
ま
し
た
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。
実
施
に
あ
た
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
大
坪

賢
次
会
長
の
多
大
な
る
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
多
様
な
文
化
や
歴

史
に
触
れ
、
ま
た
国
連
日
本
政

府
代
表
部
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
公
邸
へ
の
訪

問
と
い
う
貴
重
な
経
験
に
よ
り

大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
。
そ

の
目
に
映
し
出
さ
れ
た
広
い
世

界
と
新
し
い
視
点
を
生
か
し
、

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
と
し
て

成
長
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
南
魚
沼
市
の
中
高
生

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
、

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
派
遣

生
に
と
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
想
像
を
遥
か
に
超
え
た
魅
力

的
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
街

で
し
た
。
そ
こ
で
活
躍
す
る

方
々
と
の
出
会
い
・
交
流
は
極

め
て
有
意
義
で
、
国
際
的
な
視

野
を
も
つ
た
め
の
素
晴
ら
し
い

発
見
と
感
動
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
長
大
坪
賢

次
様
の
多
大
な
ご
尽
力
と
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
賜

物
で
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
皆
様
方
と
南
魚
沼
市

と
の
交
流
が
大
き
く
広
が
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 　

南
魚
沼
市
に
よ
る
ア
メ
リ
カ

へ
の
生
徒
派
遣
が
昨
年
夏
に
始

ま
っ
た
。
事
前
に
行
っ
た
打
ち

合
わ
せ
会
で
は
、
生
徒
は
全
員

未
知
の
世
界
に
対
す
る
不
安
と

共
に
期
待
に
目
を
光
ら
せ
て
い

た
。
帰
国
後
の
報
告
会
で
は
将

来
留
学
し
た
い
、
外
交
官
に
な

り
た
い
、
国
際
社
会
に
貢
献
出

来
る
人
間
に
な
り
た
い
と
い
う

生
徒
が
続
出
し
た
。
派
遣
生
徒

の
中
か
ら
1
人
で
も
故
郷
新
潟

で
活
躍
し
て
く
れ
た
ら
、
こ
の

派
遣
事
業
の
意
義
が
有
る
。
新

潟
県
で
も
こ
れ
か
ら
は
必
然
的

に
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
間
が

必
要
に
な
る
。
こ
の
生
徒
派
遣

は
南
魚
沼
市
の
み
な
ら
ず
新
潟

県
全
体
の
活
性
化
に
必
ず
や
大

き
な
貢
献
を
も
た
ら
す
。
林
茂

男
南
魚
沼
市
長
が
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
現
し
て
く
れ
た
事
に

対
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

南
魚
沼
市
長　

林
茂
男

南
魚
沼
市
教
育
長　

岡
村
秀
康

Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
会
長　

大
坪
賢
次

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
に
成
長
を

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
経
験

派
遣
生
徒
は
新
潟
県
の
財
産

グラウンドゼロを訪問した生徒たち（８月２日、撮影・三浦良一）

新潟県南魚沼市から中高生16人が来米

ワシントンDCとNYを訪問

視
野
を
広
げ
故
郷
と
日
本
に
貢
献

森美樹夫NY 総領事を大使公邸に表敬訪問（２日午前）

山﨑和之国連大使を日本政府代表部に表敬訪問（２日午後）

NY 新潟県人会が歓迎会を開催（３日午後）
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
と

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
教
会
で

　

Ｎ
Ｙ
平
和
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ

ン
が
開
催
す
る
「
世
界
平
和

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
集
い 

２
０
２
４
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
作
家
井
上
ひ

さ
し
の
代
表
作「
父
と
暮
せ
ば
」

(

日
本
語
劇 

英
語
字
幕)

の
二

人
芝
居
が
８
月
９
日
（
金
）、

10
日
（
土
）、
上
演
さ
れ
る
。

　

会
場
は
９
日
が
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
、
10
日
が
セ
ン
ト

マ
ー
ク
ス
教
会
。
娘
の
美
津
江

役
は
、
昨
年
同
様
、
愛
世
梨
乃

が
、
父
の
竹
造
役
は
エ
デ
ィ 

大
野
ト
ー
ル
が
演
じ
る
。
演

出
は
『SAMURAI OF BLUE 

EYES

』
を
執
筆
し
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
も
活
躍
す
る

松
坂
龍
馬
。
音
楽
は
数
多
く
の

映
像
作
品
や
舞
台
演
劇
を
手
掛

け
るMax Hase

が
担
当
。
同

作
は
、
広
島
の
原
爆
投
下
後
、

生
き
残
っ
た
人
の
苦
し
み
、
そ

し
て
亡
く
な
っ
た
家
族
や
友
達

へ
の
想
い
あ
ふ
れ
る
作
品
で
、

鎮
魂
の
願
い
が
強
く
込
め
ら
れ

て
い
る
。
日
本
語
劇 

英
語
字

幕
。
協
力
：
立
正
佼
成
会
、
ア

ム
ネ
ッ
ト
、
マ
ー
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、Noon Tan Music & 

Entertainment, Inc.

上
演
時
間
90
分
。
入
場

無
料
。
予
約
・
連
絡
先
：

thefaceofjizo2024@gmail.
com 楽しい 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

愛世梨乃エディ 大野トール松坂龍馬Max Hase

舞台「父と暮せば」
NYで再び上演
９日と10日

　

大
阪
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
と
シ
ニ

ア
の
２
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
団

体
が
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演

を
行
う
。

　

中
学
生
と
高
校
生
で
構
成
さ

れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
「Little 

★ Star

」
は
、

８
月
22
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
、『
鬼
姫
と
月
の
唄
』
を

上
演
す
る
。
予
約
はhttps://

docs.google.com/forms/
d/e/1FAIpQLScdjAh7re-
lwIElfJ-k5o7e4_yPGEc-
mB2G6CXmN4kdaHba5Q/
viewform

　

60
代
の
シ
ニ
ア
が
中
心
と

な
っ
て
編
成
さ
れ
た
シ
ニ
ア

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
発
起

塾
」
は
、
８
月
24
日
（
土
）
午

後
３
時
か
ら
、『
花
の
ク
ッ
キ

ー
売
り
娘
』
を
上
演
す
る
。
発

起
塾
は
、
塾
長
で
作
家
・
演
出

家
の
秋
山
シ
ュ
ン
太
郎
が
長
年

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
大
阪

の
「
一
心
寺
日
曜
学
校
」（
法

話
に
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
を

取
り
入
れ
た
寺
子
屋
）
で
シ
ニ

ア
世
代
と
出
会
っ
た
の
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
１
９
９
９
年
に

創
設
。
２
０
０
０
年
に
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
し
、
芝
居
、
音
楽
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
要
素
を
含
む
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
創
作
・
上
演
を

通
じ
て
、
シ
ニ
ア
の
生
涯
学

習
、
健
康
促
進
、
生
き
が
い
づ

く
り
、
地
域
交
流
を
推
進
し
て

い
る
。
入
塾
条
件
は
50
歳
以
上

１
０
０
歳
未
満
の
演
劇
未
経
験

者
。
現
在
は
、
大
阪
、
京
都
、

神
戸
、
名
古
屋
に
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
総
塾
生
数
は
約
２
５
０

人
で
最
高
齢
は
85
歳
と
な
っ

て
い
る
。
予
約
はhttps://

docs.google.com/forms/
d/10irlOdFM

xZcqROKod
xqSr3YyFcM

YNO6njocz
bI8Jtwo/viewform?edit_
requested=true

　

両
公
演
と
も
に
会
場
は
バ
ル

ー
ク
大
学
の
バ
ル
ー
ク
・
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
・

セ
ン
タ
ー
内
ロ
ー
ズ
・
ナ
イ

ジ
ェ
ル
バ
ー
グ
劇
場
（Rose 

Nagelberg Theatre
：
レ
キ

シ
ン
ト
ン
街
55
番
地
、
25
丁

目
）
に
て
。
入
場
無
料
だ
が
要

予
約
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
４
０
０
・
９
３
６
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

catchus.org

ま
で
。
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

catchus.org/

を
参
照
す
る
。

ジ
ュ
ニ
ア
と

シ
ニ
ア
大
阪
か
ら

Little ★ Star
『鬼姫と月の唄』

Ｎ
Ｙ
公
演
８
月
22
日
と
24
日

発起塾『花のクッキー売り娘』

https://www.nipponclub.org/
https://icu-h.ed.jp/admin/nasession2024.html
https://www.intnl.doshisha.ac.jp/admission/event.php
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://catchus.org/
https://catchus.org/
https://catchus.org/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScdjAh7re-lwIElfJ-k5o7e4_yPGEc-mB2G6CXmN4kdaHba5Q/viewform
https://docs.google.com/forms/d/10irlOdFMxZcqROKodxqSr3YyFcMYNO6njoczbI8Jtwo/viewform?edit_requested=true
mailto:thefaceofjizo2024@gmail.com
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ロ
イ
タ
ー
の
報
道

に
よ
れ
ば
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
大
手
の
ク

ラ
ウ
ド
ス
ト
ラ

イ
ク
社
は
４
日
、

同
社
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
の
更
新
が

引
き
起
こ
し
た

７
月
の
世
界
的

な
シ
ス
テ
ム
障

害
に
関
し
て
米

デ
ル
タ
航
空
が

求
め
た
航
空
便
の
遅
延
・

欠
航
に
対
す
る
補
償
を
拒

否
す
る
考
え
を
示
し
、
責

任
は
限
定
的
と
指
摘
し
た
。

　

デ
ル
タ
航
空
の
見
解
に

よ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
障
害

に
関
連
す
る
損
害
は
５
億

ド
ル
に
の
ぼ
る
が
、
一
方

で
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
ラ
イ
ク

社
は
、
同
社
が
補
償
金
を

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
も

「
契
約
に
よ
り
」最
大
で「
数

百
万
ド
ル
」
に
と
ど
ま
る

と
し
て
お
り
、
両
社
の
主

張
の
隔
た
り
は
大
き
い
。

　

世
界
中
の
企
業
を

揺
る
が
し
た
、
こ
の

「Windows

」
大
規
模
ブ

ル
ー
ス
ク
リ
ー
ン
障
害
事

件
の
発
端
は
、
米
国
時
間

7
月
18
日
に
ク
ラ
ウ
ド
ス

ト
ラ
イ
ク
社
が
配
布
し
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
に
不
具
合
が
あ
っ
た
事

に
起
因
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

空
港
や
銀
行
、
証
券
取
引
所
、

９
１
１
サ
ー
ビ
ス
、交
通
機
関
、

ホ
テ
ル
、ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
、

病
院
、
救
急
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で

シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
可
能
と
な

る
障
害
が
発
生
し
た
。
デ
ル
タ

航
空
に
関
し
て
言
え
ば
、
19
日

の
シ
ス
テ
ム
障
害
後
の
6
日
間

で
６
０
０
０
便
以
上
が
欠
航
と

な
り
、
50
万
人
以
上
の
利
用
者

が
影
響
を
受
け
た
と
い
う
。

　

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
ス
ト
レ
ー
ジ
や
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
な
ど
を
オ
ン
デ
マ

ン
ド
で
利
用
で
き
る
ク
ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

グ
は
、
２
０
０
７
年
頃
か
ら

認
知
度
が
高
ま
り
普
及
に

弾
み
が
つ
い
た
が
、
当
時
は

企
業
の
有
す
る
デ
ー
タ
を

自
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
外

に
置
く
こ
と
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
上
の
リ
ス

ク
を
懸
念
す
る
声
が
大
き

く
、
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
ラ
イ
ク

社
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
専
門
企
業
が
、
そ
れ
ら

を
払
拭
す
る
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
と
は
直
接

関
係
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
当

事
者
が
今
回
の
よ
う
な
大

規
模
な
障
害
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
っ
た
の
は
皮
肉

な
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
間
違

え
れ
ば
甚
大
な
経
済
的
損

害
を
引
き
起
こ
し
た
り
人

命
に
さ
え
関
わ
る
よ

う
な
、
社
会
的
基
盤
を

担
う
技
術
に
関
わ
る

企
業
と
し
て
リ
ス
ク

を
予
見
・
予
防
で
き
な

か
っ
た
の
か
？
将
来

に
向
け
て
、
き
め
細
か

い
検
証
が
必
要
と
さ
れ
る

一
件
だ
。（
え
が
わ
・
な

か
ば
／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

クラウド神話を揺るがす「クラウドストライク事件」が呼び起こす波紋

　

今
年
も
８
月
が
や
っ
て
き

た
。
日
本
に
と
っ
て
は
先
の
大

戦
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
季
節

と
な
る
。
こ
れ
を
否
定
す
る
つ

も
り
は
な
い
。
加
害
の
記
憶
と

被
害
の
記
憶
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
基
本
的
に
日
本
の
安
全
の

保
障
に
資
す
る
か
ら
だ
。
け
れ

ど
も
、
79
年
に
な
ろ
う
と
い
う

長
い
戦
後
の
時
間
の
中
で
、
日

本
の
安
全
保
障
の
論
議
は
常
に

歪
ん
だ
ま
ま
で
あ
っ
た
。
世
界

情
勢
が
不
安
定
化
す
る
中
で
、

日
本
が
決
定
的
な
孤
立
や
苦
境

に
立
た
な
い
た
め
に
も
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
本
質
的
な
議
論

を
し
て
お
き
た
い
。

　

特
に
重
要
な
の
は
、
在
日
米

軍
の
問
題
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

見
直
し
を
公
言
し
て
は
ば
か
ら

な
い
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に

返
り
咲
く
可
能
性
か
ら
、
日
本

で
は
「
も
し
ト
ラ
」
論
議
が
盛

ん
だ
。
つ
ま
り
在
日
米
軍
の
費

用
負
担
に
上
乗
せ
要
求
を
し
た

り
、
米
軍
の
撤
退
を
チ
ラ
つ
か

せ
て
脅
さ
れ
る
の
で
は
と
い
う

恐
怖
で
あ
る
。
岸
田
政
権
が
防

衛
費
の
増
額
を
進
め
る
理
由
は

こ
れ
と
関
係
し
て
い
る
。

　

問
題
は
カ
ネ
だ
け
で
は
な

い
。
在
日
米
軍
は
日
本
に
と
っ

て
本
当
に
友
軍
と
思
わ
れ
て
い

る
の
か
と
い
う
根
源
的
な
問
題

が
あ
る
。
沖
縄
で
は
基
地
の
経

済
効
果
が
県
の
経
済
を
支
え
て

い
る
一
方
で
、
基
地
へ
の
世
論

は
厳
し
い
。
沖
縄
に
関
し
て
は

激
し
い
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
、

27
年
に
わ
た
る
米
国
に
よ
る
占

領
と
軍
政
に
苦
し
め
ら
れ
た
経

験
か
ら
仕
方
の
な
い
面
も
あ

る
。
け
れ
ど
も
、
関
東
地
方
で

も
ヘ
リ
が
水
田
に
不
時
着
し
た

ら
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
在
日
米

軍
イ
コ
ー
ル
危
険
で
迷
惑
と
い

う
感
情
論
に
は
抑
え
が
効
い
て

い
な
い
。

　

説
明
は
可
能
と
い
え
ば
可
能

だ
、
日
本
人
の
心
情
に
は
平
和

主
義
が
根
強
い
の
で
、
今
で
も

世
界
で
軍
事
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維

持
す
る
米
軍
に
対
し
て
は
不
快

感
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
そ
の
奥
に
は
、
左
派
も
含

め
て
、
敗
戦
や
占
領
へ
の
反
発

と
い
っ
た
自
覚
の
な
い
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

そ
の
先
に
あ
る
の
は
、
ど
う

し
て
在
日
米
軍
が
存
在
す
る
の

か
と
い
う
根
源
的
な
理
由
で
あ

る
。
敗
戦
経
験
か
ら
重
武
装
を

嫌
い
軽
武
装
を
選
択
し
た
日
本

は
、
米
国
の
軍
事
力
に
依
存
し

な
く
て
は
自
国
の
安
全
を
確
保

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な

選
択
を
し
て
い
る
と
い
う
の
が

一
般
的
な
解
釈
だ
。け
れ
ど
も
、

そ
の
奥
に
は
屈
折
し
た
心
情
が

あ
る
。
左
派
に
は
国
家
や
国
軍

へ
の
不
信
が
あ
り
、
自
主
重
武

装
を
す
れ
ば
必
ず
自
滅
す
る
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
信
念
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
。
彼
ら
の
抱

い
て
い
る
、
自
国
が
武
装
す
る

こ
と
へ
の
不
信
感
ゆ
え
に
在
日

米
軍
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い

う
構
造
も
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
心
情

は
テ
コ
で
も
動
か
せ
な
い
。
そ

こ
で
、
歴
代
の
政
権
は
湾
岸
戦

争
の
よ
う
に
カ
ネ
で
済
む
こ
と

は
カ
ネ
で
済
ま
せ
、
イ
ラ
ク
戦

争
の
場
合
は
輸
送
支
援
と
井
戸

掘
り
で
済
む
な
ら
ば
、
そ
れ
で

済
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
を
し
て

き
た
。
そ
ん
な
中
で
、
自
衛
隊

に
は
国
民
か
ら
十
分
な
尊
敬
が

集
ま
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と

疑
わ
し
い
。

　

一
方
で
、
自
衛
隊
や
在
日
米

軍
の
応
援
団
で
あ
る
べ
き
保
守

派
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
彼
ら

も
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
具
体

的
に
は
歴
史
認
識
に
お
い
て
枢

軸
日
本
の
名
誉
を
回
復
し
よ
う

と
い
う
無
謀
な
心
情
を
隠
さ
な

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え

て
必
要
以
上
に
近
隣
諸
国
と
の

協
調
を
壊
そ
う
と
し
た
り
、
核

武
装
論
ま
で
口
に
す
る
勢
力
が

い
る
こ
と
だ
。
こ
う
し
た
姿
勢

は
ア
メ
リ
カ
の
利
害
と
対
立
す

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
孤
立

と
破
滅
に
追
い
や
る
危
険
思
想

に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
、

日
本
の
「
保
守
派
」
の
主
張
は

「
在
日
米
軍
が
瓶
の
蓋
」
と
な

る
中
で
は
、「
瓶
の
中
の
人
畜

無
害
な
国
内
向
け
の
議
論
」
だ

と
み
な
さ
れ
許
容
さ
れ
て
き

た
。

　

こ
う
し
た
構
造
の
奥
に
あ
る

の
は
恐
ろ
し
い
一
つ
の
事
実
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
在
日
米
軍
に

と
っ
て
日
本
国
内
に
は
本
当
の

味
方
は
少
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。在
日
米
軍
を
歓
迎
す
る「
親

米
保
守
」
は
、
心
情
的
に
は
枢

軸
日
本
の
名
誉
回
復
を
望
み
、

中
国
や
韓
国
と
の
関
係
悪
化
を

厭
わ
ず
米
国
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン

ス
を
撹
乱
す
る
勢
力
を
抱
え
て

い
る
。
一
方
で
在
日
米
軍
を
忌

み
嫌
う
左
派
は
、
自
主
武
装
に

強
く
反
対
す
る
こ
と
で
米
軍
駐

留
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
と
も

言
え
る
。
つ
ま
り
、
在
日
米
軍

に
と
っ
て
は
歓
迎
し
つ
つ
足
を

引
っ
張
る
勢
力
と
、
歓
迎
し
な

い
く
せ
に
自
分
た
ち
に
依
存
し

て
い
る
勢
力
が
あ
る
だ
け
で
、

日
米
の
安
全
保
障
論
議
、
歪
み
の
是
正
は
可
能
か
？

真
の
理
解
者
は
い
な
い
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
構
図
は
、
幸
運
な
こ
と

に
米
国
の
一
般
世
論
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
日
本
が
武
装
に

消
極
的
な
の
は
、
軍
事
大
国
化

し
て
米
国
に
再
挑
戦
し
な
い
の

で
結
構
だ
と
い
う
印
象
論
と
、

必
要
な
コ
ス
ト
を
負
担
し
な
い

の
な
ら
ズ
ル
い
と
い
う
印
象
論

が
あ
る
が
、
そ
こ
を
踏
み
出
す

も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

友
軍
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ヘ
リ
が
水
田
に
不
時
着
し

た
だ
け
で
非
難
轟
々
と
な
る
よ

う
な
実
態
が
知
ら
れ
れ
ば
、
早

晩
大
問
題
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
。こ
の
点
で
は
、「
も
し
ト
ラ
」

と
い
う
事
態
も
心
配
だ
が
、
民

主
党
の
新
世
代
か
ら
反
発
が
上

が
る
可
能
性
も
中
期
的
に
は
否

定
で
き
な
い
。

（
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
）

　

外
務
省
は
８
日
、
東
京
都
内

の
飯
倉
別
館
に
お
い
て
令
和
６

年
度
外
務
大
臣
表
彰
式
を
行
っ

た
。今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
、

１
８
６
個
人
、
59
団
体
（
内
訳

は
、国
内
在
住
受
賞
者
38
個
人
、

６
団
体
。
海
外
在
住
受
賞
者

１
４
８
個
人
、
53
団
体
。）。
国

内
在
住
受
賞
者
を
始
め
と
し
た

表
彰
式
出
席
者
に
は
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
個
人
に

は
副
賞
（
風
呂
敷
）
が
贈
ら
れ

た
。
ま
た
、
海
外
在
住
受
賞
者

に
対
し
て
は
、
在
外
公
館
を
通

じ
て
後
日
表
彰
状
及
び
副
賞
が

贈
ら
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
は
ス
ー

ザ
ン
・
マ
ー
シ
ュ
・
エ
リ
オ
ッ

ト
全
米
外
交
政
策
委
員
会
会
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

（
功
績
理
由
・
日
本

の
外
交
政
策
に
関
す
る
理
解
の

促
進
）、
ジ
ョ
ン
・
Ｔ
・
カ
ー

ペ
ン
タ
ー
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
日
本
美
術
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
（
同
・
米
国
に
お
け
る
日
本

文
化
の
普
及
）、
塩
谷
陽
子
・

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー（
Ｊ

Ｓ
）
芸
術
監
督
（
米
国
に
お
け

る
日
本
文
化
の
普
及
）
の
３
人

が
表
彰
さ
れ
た
。
外
務
大
臣
表

彰
は
、
国
際
関
係
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
し
、
日
本
と
諸

外
国
と
の
友
好
親
善
関
係
の
増

進
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る

中
で
、
特
に
顕
著
な
功
績
の
あ

っ
た
個
人
お
よ
び
団
体
に
つ
い

て
、
そ
の
功
績
を
称
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度　

外
務
大
臣
表
彰

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
さ
ん

Ｊ
Ｓ
芸
術
監
督
の
塩
谷
さ
ん
ら
３
人
に
Ｎ
Ｙ
か
ら

塩谷さん カーペンターさん

　

大
気
庁
ハ
リ
ケ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（National Hurricane Center

）
の
発
表
に
よ
る
と
、

熱
帯
暴
風
雨
「
デ
ビ
ー
」
が
北

上
し
て
お
り
、
ウ
ェ
ス
ト
バ
ー

ジ
ニ
ア
州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

州
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
、コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州（
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
郡
）
に
9
日

か
ら
10
日
に
か
け
て
通
過
す
る

見
込
み
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
到

達
す
る
場
合
、
強
風
や
大
雨
に

よ
る
洪
水
、
鉄
砲
水
、
土
砂
災

害
、
建
物
へ
の
浸
水
、
停
電
な

ど
の
被
害
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
警
戒
が
必
要
だ
。

　

国
土
安
全
保
障
局
長
で
あ
る

ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
ブ
レ
イ
氏
は
6

日
に
、
ナ
ッ
ソ
ー
郡
か
ら
ロ
ッ

ク
ラ
ン
ド
郡
ま
で
の
地
域
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
全
区
で
、
翌
日

に
か
け
て
鉄
砲
水
が
発
生
す
る

確
率
が
40
％
か
ら
70
％
で
あ
る

と
発
表
し
、
地
下
室
な
ど
の
地

下
イ
ン
フ
ラ
も
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
時
速
50

〜
60
マ
イ
ル
（
80
〜
97
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
の
突
風
が
吹
く
と
木

が
倒
れ
、
停
電
が
発
生
す
る
と

警
告
し
た
。
熱
帯
暴
風
雨
「
デ

ビ
ー
」
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://weather.com/

　

国
立
気
象
局
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
）
は

7
月
31
日
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
、

ナ
ッ
ソ
ー
郡
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
北
部
に
対
し
て
、
同
日

午
後
1
時
か
ら
8
月
１
日
午
後

8
時
ま
で
の
間
、
熱
中
症
注
意

報
を
発
令
し
た
。
気
温
は
95
度

か
ら
１
０
０
度
（
摂
氏
約
35
度

か
ら
38
度
）
で
5
日
ま
で
に
猛

暑
日
が
続
い
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｃ
緊
急
管
理
局
は
、
熱

中
症
で
年
間
平
均
約
３
５
０
人

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
死
亡
し

た
と
発
表
。
猛
暑
緊
急
時
に
は

市
内
の
冷
房
セ
ン
タ
ー
が
開
放

さ
れ
、
8
日
ま
で
市
内
の
屋
外

プ
ー
ル
が
午
後
8
時
ま
で
利
用

可
能
と
な
っ
た
。
３
１
１
に
電

話
す
る
と
、
図
書
館
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
冷

房
セ
ン
タ
ー
の
場
所
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
よ
う
に

高
層
ビ
ル
が
密
集
す
る
都
市
部

で
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
効

果
と
呼
ば
れ
る
現
象
の
た
め
、

郊
外
地
域
よ
り
も
通
常
気
温
が

高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
非
営

利
団
体
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
セ

ン
ト
ラ
ル
」
に
よ
る
と
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
鉄
鋼
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
都
市

環
境
が
、
気
温
を
少
な
く
と
も

8
度
高
く
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
市
長
は
7
月

30
日
、
今
年
の
夏
に
発
生
し
た

溺
水
事
故
を
受
け
、
猛
暑
緊
急

時
に
は
市
の
ビ
ー
チ
で
午
後
8

時
ま
で
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
が
待
機

す
る
と
発
表
し
た
。

熱
帯
暴
風
雨
「
デ
ビ
ー
」
東
部
直
撃

Ｎ
Ｙ
地
方
９
日
か
ら
10
日
に
通
過
見
込
み

Ｎ
Ｙ
で
猛
暑
日
続
く

市
内
各
所
に
冷
房
セ
ン
タ
ー
を
設
置

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com
https://weather.com/
https://weather.com/
https://weather.com/


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年）8月 10日（土）

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第104回例会／令和6年8月例会

開催日：令和6年8月20日（火曜日）
会　場：日系人会ホール（49 West 45th Street, 
 5th Floor, New York, NY 10036）
演　題：原爆投下の正当性を問う 
 －日本のポツダム宣言受諾の為に
 原爆投下は必要だったのか－
開　場：17:45（講演開始まで軽食を用意）
時　間：18:30～20:30　
講　師：高崎康裕（会長）
会　費：一般会費30ドル（会員20ドル）
 ＊初回参加無料

　日本では例年８月になると、先の大戦につい
ての様々な「戦争責任」が語られる。
しかし、「原爆投下の責任」については表立っ
ては触れられてこなかった。
そして原爆投下は、「戦争終結を早め、多くの
人命を救うためだった」とも言われ続けてき
た。しかしこの言説はどこまで正しいのか。
今回は、「ポツダム宣言」を巡る米ソの攻防も
辿りながら、果たして原爆投下に正当性はあっ
たのかを考える。
【問い合わせ】Eメール：rekishikenkyuny@gmail.com

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

チ
ェ
ル
シ
ー
のNoHo 

M55

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
青

森
県
青
森
市
を
拠
点
に
活
躍

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
佐
藤
涼

氏
（
44)

作
品
展
示
と
公
開
制

作
が
行
わ
れ
た
。
佐
藤
氏
は
、

生
ま
れ
つ
き
脳
性
マ
ヒ
に
よ
る

重
度
の
運
動
障
が
い
を
抱
え

る
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
20
年
以
上
の
キ
ャ
リ
ア
を

誇
る
ほ
か
、
２
０
０
５
年
以

来
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

C-FLOWER

を
運
営
す
る
。

　

障
が
い
に
よ
り
一
般
企
業
な

ど
へ
の
就
職
が
困
難
な
人
々

に
、
知
識
や
能
力
の
向
上
の
た

め
に
必
要
な
就
労
訓
練
を
行
な

っ
て
い
る
。

　

四
肢
の
機
能
は
ほ
と
ん
ど
な

く
言
語
の
発
声
に
も
困
難
を
伴

う
佐
藤
氏
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

を
広
げ
た
床
に
、顔
を
近
づ
け
、

唇
に
挟
ん
だ
鉛
筆
を
頭
部
の
振

り
で
巧
み
に
動
か
し
な
が
ら
、

繊
細
な
タ
ッ
チ
の
ペ
ン
シ
ル
画

を
描
く
。
画
題
は
人
物
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
か
ら
動
物
や
自
然
ま
で

幅
広
い
。

　

出
展
作
は
、
最
小
限
の
筆
使

い
で
描
い
た
赤
ち
ゃ
ん
の
横
顔

で
、
表
題
は
「Possibility

」。

画
枠
の
外
、
は
る
か
先
の
未
来

を
み
つ
め
る
大
き
な
目
を
し
た

幼
子
と
彼
が
唇
に
加
え
る
指

が
、
観
る
者
を
深
い
思
索
の
淵

に
誘
う
。

　

今
回
は
、
日
本
人
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
Ｎ
Ｙ
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
同
会
の
年
次
グ
ル
ー
プ

展Nature

に
参
加
。
8
月
1

日
に
開
か
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
・
イ
ベ
ン
ト
に
は
２
０
０
人

以
上
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
詰

め
か
け
、Possibility

に
見
入

っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
後
半
、
会

場
で
は
佐
藤
氏
が
制
作
プ
ロ
セ

ス
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
披
露
。
渾
身
の
作
画
過
程
を

満
員
の
観
客
は
固
唾
を
の
ん
で

見
守
っ
た
。
15
分
の
制
限
時
間

の
中
で
、
大
海
を
泳
ぐ
ペ
ン
ギ

ン
の
姿
が
浮
か
び
上
が
る
と
場

内
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

た
。

　

来
場
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
か

ら
は
「
び
っ
く
り
し
た
！
も
の

す
ご
い
情
熱
だ
」「
最
悪
の
状

況
な
の
に
完
璧
な
表
現
。
自
分

の
人
生
っ
て
何
だ
？
と
考
え
さ

せ
ら
れ
た
」「
描
写
の
デ
ィ
テ

ー
ル
が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
称

賛
と
激
励
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

た
。
佐
藤
氏
当
人
は
「
出
来
栄

え
は
60
点
」
と
謙
遜
。「
ア
ー

ト
の
頂
点
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
の

で
緊
張
し
ま
し
た
。
力
が
入
り

す
ぎ
て
歯
か
ら
血
が
出
ま
し
た

よ
」。
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
今
年
の
暮
れ
に
は
青
森
県

立
美
術
館
で
２
回
目
と
な
る
個

展
「ALIVE

」
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。（
中
村
英
雄
）

佐藤さん

作
品
「Possibility

」

両
手
両
足
き
か
ず
と
も
描
き
続
け
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

佐
藤
涼
氏
に
Ｎ
Ｙ
賞
賛

　

19
年
に
わ
た
り
各
国
パ
ス
ポ

ー
ト
の
「
実
力
」
を
調
査
し
て

い
る
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
社
が
７
月
、
最

新
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
た
。 

国
際
航
空
運
送
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ

Ａ
）
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
ビ

ザ
な
し
で
渡
航
で
き
る
目
的
地

の
数
で
世
界
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
。

　

１
位
は
ビ
ザ
な
し
で
渡
航
で

き
る
国
が
１
つ
増
え
て
１
９
５

か
国
と
な
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
。
２
位
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ス
ペ

イ
ン
（
１
９
２
か
国
）。
３
位

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
韓

国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
１
９
１

か
国
）。
４
位
ベ
ル
ギ
ー
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
イ
ス
、

イ
ギ
リ
ス 

（
１
９
０
か
国
）、

５
位
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ル

ト
ガ
ル 

（
１
８
９
か
国
）、
６

位
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド 

（
１
８
８
か
国
）、
７
位
カ
ナ

ダ
、
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

マ
ル
タ
共
和
国
（
１
８
７
か

国
）、８
位
ア
メ
リ
カ
（
１
８
６

か
国
）、。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.henleyglobal.com/
passport-index/ranking

訂
正　

本
紙
８
月
３
日
号
２
面

で
掲
載
し
た
映
画
「ICHIKO

」

戸
田
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

中
、
見
出
し
と
本
文
で
「
無
国

籍
者
」
の
表
記
は
「
無
戸
籍
者
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。　
　
（
編
集
部
）

パスポートの実力
日本の強さは世界第２位
渡航できる目的地の数でランキング

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の

バ
ス
利
用
者
の
半
数
近
く
が

２
ド
ル
90
セ
ン
ト
の
運
賃
を

払
っ
て
お
ら
ず
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
は

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
試
み
が
特
に
効
果
的
で
な

か
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

２
０
２
４
年
の
第
1
四
半
期
に

は
、
２
０
０
万
人
の
バ
ス
利
用

者
の
う
ち
47
・
８
％
が
運
賃
を

払
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
20

年
にCOVID-19

の
大
流
行
が

起
こ
る
前
の
最
後
の
四
半
期
に

見
ら
れ
た
20
％
強
か
ら
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
こ
の
問
題
の
発
端

をCOVID-19

と
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
市
内
で
猛

威
を
振
る
っ
た
20
年
、
バ
ス
運

賃
は
数
か
月
間
廃
止
さ
れ
た
。

Ｍ
Ｔ
Ａ
の
ジ
ャ
ン
ノ
・
リ
ー
バ

ー
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
月
例
理
事

会
後
の
記
者
会
見
で「
問
題
は
、

あ
の
時
に
バ
ス
の
料
金
を
払
わ

な
か
っ
た
習
慣
が
今
も
残
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
我
々
は
運
賃
を

支
払
う
こ
と
と
、
お
互
い
を
尊

重
す
る
と
い
う
原
則
を
再
確
立

す
る
た
め
に
何
か
を
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
公
表
し
て
い
る
運

営
指
標
に
よ
る
と
、
運
賃
の
支

払
い
が
再
開
さ
れ
て
以
来
、
運

賃
逃
れ
が
一
貫
し
て
増
加
し
て

お
り
、
今
後
数
年
間
で
、
年
間

8
億
ド
ル
の
収
入
損
失
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
地
下
鉄
で
は
こ

の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
何

千
人
も
の
警
官
が
改
札
口
な
ど

を
警
備
す
る
非
武
装
の
民
間
警

備
員
と
と
も
に
配
備
さ
れ
て
い

る
。
地
下
鉄
の
改
札
口
を
「
バ

　

英
国
の
比
較
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る

MoneySuperMarket

社

が
、「
機
内
食
の
お
い
し
い

航
空
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
」
を

発
表
し
た
。
同
社
は
１
０
０

以
上
の
航
空
会
社
に
関
す
る

２
万
７
０
０
０
件
の
カ
ス
タ

マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
を
分
析
し
、

機
内
食
が
最
も
充
実
し
て
い

る
航
空
会
社
を
調
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
１
位
は
ク
ウ

ェ
ー
ト
航
空
と
な
っ
た
。
同

社
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で

の
マ
ル
チ
コ
ー
ス
か
ら
ロ
イ
ヤ

ル
ク
ラ
ス
の
ロ
ブ
ス
タ
ー
や
ビ

ー
フ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
事

を
提
供
。
全
キ
ャ
ビ
ン
ク
ラ
ス

で
10
点
満
点
中
８
・
６
点
の
平

均
点
を
獲
得
し
た
。２
位
は
８
・

44
点
で
オ
マ
ー
ン
航
空
、
3
位

は
８
・
39
点
で
ミ
ド
ル
・
イ
ー

ス
タ
ン
航
空
だ
っ
た
。
日
本
の

航
空
会
社
は
日
本
航
空
が
34

ッ
ク
コ
ッ
キ
ン
グ
」（
無
賃
乗

車
を
許
す
た
め
に
改
札
口
が
逆

方
向
に
引
っ
張
ら
れ
る
こ
と
）

を
防
ぐ
た
め
に
再
設
定
し
、
非

常
扉
の
開
錠
を
遅
ら
せ
る
こ
と

を
試
験
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

リ
ー
バ
ー
氏
は
、
バ
ス
の
運

賃
逃
れ
に
対
抗
す
る
た
め
の
新

し
い
戦
略
を
考
案
中
で
あ
る
と

語
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
に
は
触
れ
な
か
っ
た
。

位
、
全
日
空
が
35
位
だ
っ
た
。

４
位
以
下
は
次
の
通
り
。
４
位

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
航
空
、
５
位
エ

ア
・
バ
ル
テ
ィ
ッ
ク
、
６
位
エ

ー
ゲ
航
空
、
７
位
ジ
ェ
ッ
ト
ブ

ル
ー
航
空
、
８
位
タ
ー
キ
ッ
シ

ュ
・
エ
ア
ラ
イ
ン
、
９
位
モ
ー

リ
シ
ャ
ス
航
空
、10
位
ス
イ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
ア

ラ
イ
ン
ズ
。

　

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
に
登
場

す
る
ホ
グ
ワ
ー
ツ
魔
法
魔
術
学

校
の
学
年
始
業
式
を
祝
う
イ
ベ

ン
ト
が
８
月
30
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
駅
の
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
ホ
ー

ル
（
42
丁
目
、
パ
ー
ク
街
口
そ

ば
）
で
開
催
さ
れ
る
。

　

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
の
フ
ァ

ン
に
は
お
馴
染
み
の「
バ
ッ
ク
・

ト
ゥ
・
ホ
グ
ワ
ー
ツ
・
デ
ー
」

で
あ
る
９
月
１
日
は
、
東
京
を

含
む
世
界
主
要
都
市
で
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る

が
、
米
国
で
は
今
回
が
初
と
な

る
。
当
日
は
レ
ゴ
を
組
み
立
て

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
魔
法

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
参
加
型

の
ク
ィ
デ
ィ
ッ
チ
関
連
の
ゲ
ー

ム
の
ほ
か
、
バ
タ
ー
ビ
ー
ル
も

堪
能
で
き
る
。
登
校
初
日
９
月

１
日
は
、
午
前
11
時
か
ら
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。
参
加
費
無
料
だ

が
、
１
日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト
は
要
事
前
予
約
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.wizardingworld.com/
ja

を
参
照
す
る
。

バ
ス
無
賃
乗
車
あ
と
を
絶
た
ず

Ｍ
Ｔ
Ａ
対
策
を
迫
ら
れ
る
も
具
体
策
示
さ
ず

ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
行
事
が

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で

美味しい機内食
ランキング発表

１
位
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
航
空

http://www.nymitakai.com/
http://myriverside.net/home
mailto:rekishikenkyuny@gmail.com
http://www.nyrekishikenkyu.org/
https://www.henleyglobal.com/passport-index/ranking
https://www.wizardingworld.com/ja
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「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
取
得

す
る
た
め
に
ス
ポ
ン
サ
ー
は
必

要
か
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受

け
ま
す
。
こ
こ
で
は
自
己
ス
ポ

ン
サ
ー
と
し
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
申
請
を
す
る
た
め
の
オ
プ
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

主
に
自
己
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
特
定
の
分

野
で
優
れ
た
能
力
を
持
つ
個
人

向
け
の
Ｅ
Ｂ-

１
ビ
ザ
と
、
国

家
利
益
免
除
（
Ｎ
Ｉ
Ｗ
）
の
た

め
の
Ｅ
Ｂ-

２
ビ
ザ
が
あ
り
ま

す
。

　

Ｅ
Ｂ-

１
ビ
ザ
は
、
特
定
の

分
野
で
特
別
な
能
力
を
示
し
た

個
人
の
た
め
の
も
の
で
す
。
こ

の
ビ
ザ
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
出
版
物
や
引
用
、
高
い
給

与
、
受
賞
歴
、
有
名
機
関
で
の

雇
用
経
験
な
ど
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
に

は
「
カ
ザ
リ
ア
ン
基
準
」
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

は
客
観
的
な
成
果
と
主
観
的
な

評
価
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で

す
。
こ
の
分
類
に
は
重
要
な
業

績
を
示
す
強
力
な
履
歴
書
が
必

要
で
す
。

　

一
方
、
Ｅ
Ｂ-

２
Ｎ
Ｉ
Ｗ 

ビ
ザ
は
、
そ
の
仕
事
が
米
国
の

国
家
利
益
に
貢
献
す
る
個
人
向

け
に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
卓
越
し
た
能
力

を
持
ち
、
米
国
に
大
き
く
貢
献

す
る
専
門
知
識
が
あ
り
、
そ
の

分
野
で
の
活
動
を
継
続
す
る

計
画
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
Ｅ
Ｂ-

２
Ｎ
Ｉ
Ｗ
ビ
ザ
に

は
「
ダ
ナ
サ
ル
基
準
」
が
適
用

さ
れ
、
申
請
者
の
継
続
的
な
活

動
が
米
国
に
国
家
的
利
益
を
与

え
る
か
ど
う
か
が
評
価
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
通
常
の
６
年
の
制

限
を
超
え
て
Ｈ-
１
Ｂ
ビ
ザ
を

延
長
し
な
が
ら
Ｅ
Ｂ-
１
ビ
ザ

を
目
指
す
人
に
よ
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
個
人
は
Ｅ
Ｂ-

１
ビ
ザ

と
Ｅ
Ｂ-

２
Ｎ
Ｉ
Ｗ
ビ
ザ
を
同

時
に
追
求
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
二
重
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
申
請
者
は
成
功
の
チ
ャ
ン
ス

を
最
大
化
で
き
ま
す
。

　

Ｅ
Ｂ-

１
ビ
ザ
と
Ｅ
Ｂ-

２

Ｎ
Ｉ
Ｗ
ビ
ザ
は
雇
用
主
の
ス
ポ

ン
サ
ー
を
必
要
と
し
ま
せ
ん

が
、
雇
用
主
が
い
る
こ
と
で
申

請
を
さ
ら
に
強
化
で
き
ま
す
。

雇
用
主
は
個
人
の
特
別
な
能
力

や
国
家
利
益
の
追
加
証
拠
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
自
己

ス
ポ
ン
サ
ー
で
行
う
プ
ロ
セ
ス

は
複
雑
で
す
が
、
Ｅ
Ｂ-

１
と

Ｅ
Ｂ-

２
Ｎ
Ｉ
Ｗ
ビ
ザ
の
要
件

と
戦
略
的
利
点
を
理
解
す
る
こ

と
は
重
要
で
す
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

自
己
ス
ポ
ン
サ
ー
で
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
を
申
請
す
る
方
法

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

　

日
本
の
年
金
受
給
者
の
方

が
、
年
金
の
振
込
先
に
米
国

の
銀
行
口
座
を
指
定
し
た
場

合
、
振
込
ま
れ
る
都
度
、
銀
行

で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ

（Handling Charge

受
取
手

数
料
）
と
し
て
20
ド
ル
前
後
を

天
引
き
さ
れ
ま
す
。
日
本
の
年

金
は
偶
数
月
に
年
6
回
振
り
込

ま
れ
ま
す
の
で
、
年
間
20
ド
ル

×
6
回
＝
１
２
０
ド
ル
の
出
費

と
な
り
ま
す
。

　

更
に
65
歳
以
降
は
老
齢
厚
生

年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
の
2
本

立
て
と
な
り
別
個
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
の
で
１
２
０
ド
ル
の
出

費
は
倍
の
２
４
０
ド
ル
と
な
り

ま
す
。
ご
夫
妻
で
受
給
し
て
い

る
ご
家
庭
は
４
８
０
ド
ル
の
負

担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
日
本
の
銀
行
と
ア
メ
リ
カ

の
銀
行
で
直
接
送
金
で
き
な
い

場
合
（
コ
ル
レ
ス
関
係
が
な
い

場
合
）、
中
継
銀
行
を
通
す
こ

と
に
な
る
の
で
さ
ら
に
中
継
銀

行
手
数
料
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
の

問
題
は
米
国
に
お
住
ま
い
の
年

金
受
給
者
に
留
ま
ら
ず
、
海
外

で
の
日
本
の
年
金
受
給
者
共
通

の
問
題
で
す
。
年
金
は
終
生
支

払
わ
れ
、
更
に
遺
族
の
方
に
引

き
継
が
れ
る
も
の
で
す
。
以

下
、
こ
の
対
策
を
考
え
て
み
ま

し
た
。

（
１
）
日
本
の
口
座
に
振
り
込
む

　

日
本
の
年
金
を
日
本
の
銀
行

口
座
に
振
り
込
む
こ
と
に
よ
り

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
を
避

け
、
年
金
額
の
目
減
を
回
避
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
日

本
に
一
時
帰
国
す
る
と
き
の
滞

在
費
な
ど
に
充
て
た
い
、
円
安

対
策
等
の
事
情
か
ら
日
本
の
年

金
を
日
本
の
銀
行
口
座
で
受
け

取
り
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
な
お
海

外
在
住
の
方
は
日
本
の
年
金
の

振
り
込
み
先
を
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
郵
便
局
）
の
口
座
に
す
る
こ

と
は
規
定
上
出
来
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

　

一
方
、
日
本
に
口
座
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
、
日
本
に
居
住

し
て
い
な
い
人
が
、
新
た
に
日

本
で
開
設
で
き
る
銀
行
口
座
が

あ
り
ま
す
。「
非
居
住
者
円
預

金
」
で
す
。
日
本
国
籍
の
方
だ

け
で
な
く
、
米
国
籍
の
方
も
、

日
本
の
年
金
を
振
り
込
む
た
め

の
銀
行
口
座
を
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
非
居
住
者
円
預

金
は
ど
こ
の
銀
行
・
支
店
で
も

取
り
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
昨
今
は
、
マ
ネ
ー

ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
規
制
す
る
関

係
か
ら
、
一
般
に
非
居
住
者
円

預
金
口
座
の
開
設
は
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
口
座
開
設

の
た
め
日
本
に
行
か
れ
る
前

に
、
ご
自
身
な
り
お
知
り
合
い

を
通
じ
て
ご
希
望
の
銀
行
・
支

店
が
取
り
扱
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
必
要
な
書
類
は
何
か
な
ど

銀
行
に
確
認
し
て
か
ら
手
続
き

に
出
向
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
尚
、
米
国
在
住
の
方
で
も

日
本
に
銀
行
口
座
を
残
し
て
い

る
方
は
、
も
ち
ろ
ん
年
金
の
振

込
先
を
そ
の
口
座
に
指
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
口
座
を
保
持
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
銀
行
に
よ
っ

て
は
海
外
に
転
出
す
る
際
に
非

居
住
者
預
金
に
切
り
替
え
て
お

け
ば
海
外
の
住
所
に
各
種
の
連

絡
が
送
ら
れ
る
所
も
あ
り
ま
す

し
、
ま
た
逆
に
海
外
に
転
出
す

る
際
に
は
日
本
の
口
座
を
解
約

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

（
２
）
米
国
内
で
ハ
ン
ド
リ
ン

グ
チ
ャ
ー
ジ
を
取
ら
れ
な
い
銀

行
口
座
に
振
り
込
む

〈
１
〉Credit Union

は
地
域

に
よ
り
徴
収
し
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ばBeth Page Federal 

Credit Union 

（NY 

マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
）
やNavy Federal 

Credit Union

で
す
。〈
２
〉

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
のUS Bancorp

は
従
前
のUnion 

Bank

時
代
か
ら
徴
収
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。（
３
）
銀
行

に
と
っ
て
の
取
引
優
良
客
（
例

え
ば
一
定
額
以
上
の
Ｃ
Ｄ
を
購

入
し
て
い
る
と
か
）
の
場
合
、

各
種
手
数
料
が
免
除
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

〈
３
〉
海
外
送
金
の
１
本
化
（
制

度
変
更
の
要
請
中
）

　

銀
行
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ

ー
ジ
を
課
す
の
は
已
む
を
得
な

い
の
で
す
が
、
問
題
は
日
本
か

ら
送
金
す
る
場
合
、
老
齢
厚
生

年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
を
個
別

で
は
な
く
日
本
国
内
送
金
と
同

様
に
纏
め
て
振
り
込
め
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
費
用
負
担
を
半
分
に
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
わ
ず
か
な
金

額
と
言
え
ど
も
通
算
で
は
大
変

な
額
に
な
り
ま
す
し
、
そ
も
そ

も
海
外
の
年
金
受
給
者
の
年
金

額
は
日
本
に
お
住
ま
い
の
方
と

比
べ
れ
ば
小
額
の
方
が
大
半
で

す
か
ら
そ
の
負
担
額
は
決
し
て

小
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
改
善
を
求
め
る
受
給
者
か

ら
の
声
も
従
前
か
ら
伺
っ
て
ま

す
。

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
ぜ
ひ

と
も
早
期
の
改
善
を
実
現
す
べ

く
、
２
０
２
３
年
2
月
17
日
厚

生
労
働
省
年
金
局
を
訪
問
し
１

本
化
の
申
し
入
れ
を
行
な
い
ま

し
た
。
そ
の
際
、“

日
本
国
内

が
1
本
で
送
金
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
海
外
も
1
本
で
送
金

さ
れ
る
の
が
現
実
的
。
2
本
立

て
送
金
に
は
問
題
が
あ
る”

と

の
力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
い
ず
れ
予
算
が
確
保
さ

れ
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
ま
す
。
改

善
の
進
捗
状
況
の
確
認
は
し
て

ま
す
が
、
検
討
の
ス
ピ
ー
ド
を

速
め
て
頂
き
海
外
で
の
日
本
の

年
金
受
給
者
の
方
々
に
吉
報
を

早
く
届
け
て
頂
き
た
い
と
願
っ

て
ま
す
。
状
況
に
よ
っ
て
は
皆

さ
ん
の
お
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の

節
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
日
々
の
暮
ら
し
で
不
都
合

に
感
じ
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
改

善
し
て
少
し
で
も
暮
ら
し
や
す

い
生
活
を
実
現
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

日
本
の
年
金
の
振
込
手
数
料

　

米
国
の
大
手
デ
リ
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
で
あ
る
ボ
ア
ズ
ヘ
ッ

ド
（Boar's Head

）
は
、
ハ

ム
な
ど
の
デ
リ
ミ
ー
ト
に
リ
ス

テ
リ
ア
菌
の
発
生
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
７
０
０
万
ポ

ン
ド
（
３
１
７
万
キ
ロ
）
の
製

品
を
リ
コ
ー
ル
す
る
と
発
表
し

た
。
こ
の
リ
ス
テ
リ
ア
菌
の
発

生
で
、
Ｎ
Ｙ
州
お
よ
び
Ｎ
Ｊ
州

の
住
民
数
十
人
が
感
染
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

米
国
農
務
省
食
品
安
全
検
査

局
（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
と
、

リ
コ
ー
ル
に
は
ボ
ア
ズ
ヘ
ッ
ド

と
オ
ー
ル
ド
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー

ブ
ラ
ン
ド
の
71
製
品
が
含
ま

れ
、
小
売
店
で
販
売
さ
れ
る
パ

ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
た
肉
製
品
や
デ

リ
の
肉
製
品
が
対
象
と
な
っ
て

い
る
。
対
象
品
は
5
月
10
日
か

ら
7
月
29
日
の
間
に
生
産
さ
れ

た
、
賞
味
期
限
が
7
月
29
日
か

ら
10
月
17
日
ま
で
の
も
の
。
同

社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
「
ボ

ア
ズ
ヘ
ッ
ド
ブ
ラ
ン
ド
の
全
社

員
を
代
表
し
て
、
リ
ス
テ
リ
ア

菌
で
汚
染
さ
れ
た
レ
バ
ー
ワ
ー

ス
ト
製
品
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
」
と
掲
載
さ
れ
た
。

　

同
社
は
消
費
者
に
対
し
て
リ

コ
ー
ル
さ
れ
た
製
品
を
廃
棄
す

る
か
、
購
入
店
に
返
却
す
る
よ

う
推
奨
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
か
ら
ス
ト
ラ
ス
バ
ー
ガ

ー
（Strassburger

）
ブ
ラ
ン

ド
の
レ
バ
ー
ワ
ー
ス
ト
が
リ
ス

テ
リ
ア
菌
の
発
生
源
と
し
て
特

定
さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
同
社

の
施
設
で
同
じ
日
に
同
じ
生
産

ラ
イ
ン
で
製
造
さ
れ
た
20
万
ポ

ン
ド
の
レ
バ
ー
ワ
ー
ス
ト
と
そ

の
他
9
製
品
が
自
主
的
に
リ
コ

ー
ル
さ
れ
た
。

　

米
国
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に
よ
る
と
、
８

月
１
日
時
点
で
、
13
州
に
お
い

て
34
件
の
リ
ス
テ
リ
ア
感
染
症

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
州

で
12
件
、
Ｎ
Ｊ
州
は
2
件
の
感

染
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
1

名
が
死
亡
し
た
。
さ
ら
に
、
イ

リ
ノ
イ
州
で
も
デ
リ
ミ
ー
ト
関

連
の
感
染
に
よ
る
2
人
目
の
死

亡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ス
テ
リ
ア
症
の
症
状
に

は
、
発
熱
、
筋
肉
痛
、
疲
労
感
、

頭
痛
な
ど
が
あ
る
。
妊
婦
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
免
疫
力
が

低
下
し
て
い
る
人
は
、
リ
ス
テ

リ
ア
菌
が
体
内
で
他
の
部
位
に

広
が
り
や
す
い
た
め
、
感
染
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
。
重
度
の
リ

ス
テ
リ
ア
症
は
、
妊
娠
の
中
絶

や
早
産
、
新
生
児
の
生
命
を
脅

か
し
、
入
院
、
場
合
に
よ
っ
て

は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ボ
ア
ズ
ヘ
ッ
ド
が
自
主
回
収

リ
ス
テ
リ
ア
菌
の
発
生
を
確
認

編集インターンを募集
         記事作成補助
         取材助手など

　週刊 NY生活編集部
　miura@nyseikatsu.com
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mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
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（7）　　 ［ローカル経済］ 2024年（令和 6年）８月１０日（土）

DEI Hire 　　　　多様性採用
　　　カマラ・ハリス 副大統領がバイデン氏の後を継いで民主党の大統領候補となることが、事実上
決定しました。　この事態に、共和党のトランプ陣営は、彼女に対する執拗な個人攻撃（Name-calling)
を始めました。まず使った言葉が、DEI Hire　（” 多様性 ” 採用）です。DEI (Diversity, Equity and 
Inclusion： 多様性、公平性、包括性）は様々な個性を尊重することを意味します。つまり、DEI Hire
と呼ぶことでハリス氏が実力ではなく、女性で人種少数派であるゆえに大統領候補になったと、彼女
をおとしめているのです。

　加えて、トランプ氏が選んだバンス副大統領候補は、ハリス氏をChildless Cat Lady（子なしの猫好き女性）と呼んで、彼
女に実子がいないことを、問題視しました。（その結果、これには多くの女性からの反発を浴びています。）共和党は、政治
的には彼女をCrazy Radical （きちがい急進派）、California Liberal（カリフォルニア的過激進歩派）などと呼び、極端な左派・
進歩派であることを印象づけようとしています。それに対して、ハリス陣営はProsecutor（検察官） vs. Convicted Felon（有罪犯）
という表現で、トラン プ氏がニューヨークの裁判所において、選挙法違反で有罪評決を受けたことを最大の攻撃材料とし
ています。彼女は副大統領になる前、カリフォルニア州司法長官として悪質な犯罪者たちを訴追した経験をもとに、「Trump’s 
Type（トランプ氏のようなタイプ）はよく知っている」と最大限の皮肉を発しました。そして、民主党陣営は、トランプと
バンス両氏は揃って Just Plain Weird（とにかく奇妙そのもの）と形容しています。
　１１月の大統領選までの間、両陣営からどのような個人攻撃そして反撃が出てくるのか・・・もしかすると（不毛な）政
策論議以上に結果を左右するかも知れません。不思議な国です。　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【279】

クイックUSA

182

る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

計
画
が
常
に
参
照
可
能
に
し
て

お
く
義
務
が
あ
る
。

▼
下
記
の
リ
ン
ク
か
ら
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
よ
る
Ｈ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
。

https://www.dir.ca.gov/
dosh/heatillnessinfo.html

▼
下
記
の
リ
ン
ク
か
ら
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州Cal/OSHA

が
作

成
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
テ
ン
プ
レ

ー
ト
（
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
）
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。

https://www.dir.ca.gov/
dosh/heat-illness/Indoor-
HIP-Resources.html

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
主

要
な
項
目

屋
内
の
職
場
に
お
け
る
冷
却
エ

リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
手
順

屋
外
の
職
場
に
お
け
る
日
陰
へ

の
ア
ク
セ
ス
手
順

屋
内
の
温
度
評
価
手
順

屋
外
の
天
気
監
視
手
順 

屋
内
の
温
度
管
理
手
順

高
温
対
策
手
順

熱
波
対
策
手
順

順
応
化
手
順

新
し
い
労
働
者
や
高
温
エ
リ
ア

に
新
た
に
配
属
さ
れ
た
労
働
者

を
14
日
間
観
察
し
、
作
業
を

徐
々
に
増
や
し
、
順
応
化
を
促

進
す
る
。

緊
急
対
応
手
順
（
効
果
的
な
緊

急
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
を
確

立
。
緊
急
時
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
適
切
な
通
信
手
段

を
維
持
）

病
気
の
労
働
者
へ
の
対
応
手
順

（
病
気
の
兆
候
を
示
す
労
働
者

を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
緊

急
サ
ー
ビ
ス
を
呼
ぶ
）

労
働
者
と
監
督
者
の
訓
練
手
順

（
労
働
者
が
理
解
で
き
る
言
語

で
訓
練
を
実
施
し
、
記
録
を
保

持
す
る
。
初
回
訓
練
と
年
次
再

訓
練
を
行
い
、
全
て
の
予
防
手

順
を
確
認
す
る
）

職
場
暴
力
や
熱
中
症
を
避
け

て
、
安
全
な
職
場
を
実
現
し
た

い
。
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高
温
環
境
に
関
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
：
労
働
者
お
よ
び
監
督

者
は
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
、
予

防
策
、
症
状
、
対
応
方
法
に
つ

い
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

迅
速
か
つ
効
果
的
に
熱
中
症
を

予
防
・
対
応
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

緊
急
対
応
計
画
：
熱
中
症
の
兆

候
や
症
状
が
現
れ
た
場
合
に
迅

速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
明
確

な
緊
急
対
応
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
緊

急
連
絡
先
、救
急
処
置
の
手
順
、

搬
送
計
画
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

計
画
の
文
書
化
：
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
は

文
書
化
さ
れ
、
全
て
の
労
働
者

が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す

７
月
１
日
作
成
義
務
の
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
と

８
月
１
日
作
成
義
務
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て（
そ
の
３
）

　

日
本
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
、
1
万
人
以
上
の
来
場
者
に

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
米
国
最
大

規
模
の
見
本
市
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
に
、
北
米
初
の
「
日
本
商

材
専
門
」
展
示
会
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ　 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
が
出
展
し
た
。
展
示

は
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
実

施
さ
れ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ

Ｋ
Ｏ
は
、
ノ
ー
ス
・
レ
ー
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
本
社

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
徳
重
真
梨
子

代
表
）
が
運
営
す
る
日
本
発
の

商
品
を
海
外
に
紹
介
す
る
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
で
、
初
の

展
示
会
開
催
は
、２
０
２
０
年
。

21
年
か
ら
は
、
毎
年
2
月
と
8

月
に
開
か
れ
る
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
へ
の
参
加
も
開
始
。
個
性

的
で
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
新

し
い
日
本
ブ
ラ
ン
ド
に
出
会
え

る
と
あ
っ
て
、
毎
回
ア
メ
リ
カ

の
一
流
バ
イ
ヤ
ー
が
多
数
ブ
ー

ス
を
訪
れ
る
。

　

今
回
の
シ
ョ
ー
に
は
、
エ

リ
ア
に
特
化
し
た
２
つ
の
団

体
が
参
加
し
た
。
1
つ
は

「MAKING W
AVES W

ITH 
KANAGAWA

」。
も
う
１

つ

は
、「KAWASAKI CITY 

STORE

」。
川
崎
市
は
、
歌

川
広
重
の
浮
世
絵
「
東
海
道

五
十
三
次
」
で
も
描
か
れ
た
、

歴
史
あ
る
町
。 　
の
ほ
か
、「
お

腹
を
温
め
る
」
こ
と
で
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
ス
ト

パ
ン
ツ
「LUNDATTE

」
や
、

世
界
一
エ
コ
な
箸
を
追
求
す
る

「STYLE OF JAPAN
」
も
単

独
出
展
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
登
場

す
る
な
ど
今
年
も
ユ
ニ
ー
ク
か

つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
日
本

ブ
ラ
ン
ド
が
集
ま
っ
た
。

商
談
成
立
に
向
け

日
本
か
ら
続
々
と

Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ

DECO BOKOコーナー人気

ハイウエストパンツ　LUNDATTE太陽光で永久運動 KOKUKSAI DSP
　

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は
日

本
の
航
空
会
社
と
し
て
初
め

て
、
国
際
・
国
内
線
の
機
内
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
で
、
厳

選
し
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ラ
ス

（Disney+ 

）
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
導
入
す
る
。
デ
ィ
ズ
ニ

ー
プ
ラ
ス
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
ピ

ク
サ
ー
、
マ
ー
ベ
ル
、
ス
タ
ー

ウ
ォ
ー
ズ
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ジ

オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
世
界
中

か
ら
愛
さ
れ
る
作
品
を
生
み
出

し
、
会
員
は
見
放
題
で
楽
し
め

る
定
額
制
公
式
動
画
配
信
サ
ー

ビ
ス
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
ラ
ス
で

独
占
配
信
中
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
を
含
む
映
画
、
ド
ラ
マ
、
シ

リ
ー
ズ
作
品
の
数
々
が
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
機
内
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
に
加
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

多
く
の
作
品
か
ら
選
べ
て
楽
し

め
る
。
全
路
線
に
お
い
て
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
で

は
、
個
人
モ
ニ
タ
ー
搭
載
機
材

は
も
ち
ろ
ん
、
モ
ニ
タ
ー
が
な

い
機
材
で
も
利
用
者
の
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
映
画
や
ア

ニ
メ
、
テ
レ
ビ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

視
聴
で
き
る
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://www.jal.

co.jp/jp/ja/inter/service/
entertainment/

を
参
照
。

機内でディズニー作品
日本航空国内線と国際線
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夏
の
暑
苦
し
さ
を
吹
き
飛

ば
す
に
は
う
っ
て
つ
け
の
一

作
。
女
性
Ｆ
Ｂ
Ｉ
捜
査
官
が

連
続
殺
人
犯
を
追
う
と
い
う

オ
カ
ル
ト
・
サ
ス
ペ
ン
ス
で

「
羊
た
ち
の
沈
黙
」
を
思
い
起

こ
さ
せ
る
が
、
犯
人
の
狂
気

と
い
う
よ
り
超
自
然
的
要
素

が
濃
い
作
品
だ
。

　

監
督
・
脚
本
は
「The 

Blackcoat’s Daughter

」（
フ

ェ
ブ
ラ
リ
ー　

悪
霊
館
）
の

オ
ズ
グ
ッ
ド
・
パ
ー
キ
ン
ス
。

悪
魔
、
魔
術
と
い
っ
た
題
材

が
絡
む
作
品
で
独
特
の
セ
ン

ス
を
発
揮
す
る
。
主
人
公
の

Ｆ
Ｂ
Ｉ
捜
査
官
リ
ー
・
ハ
ー

カ
ー
に
は
「Watcher

」（
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
）
な
ど
で
ス
ク

リ
ー
ム
・
ク
イ
ー
ン
の
異
名

を
持
つ
マ
イ
カ
・
モ
ン
ロ
ー

が
こ
こ
で
は
得
意
の
悲
鳴
を

押
し
殺
し
迫
真
の
演
技
を
見

せ
る
。

　

１
９
９
０
年
代
の
オ
レ
ゴ

ン
州
。
20
年
以
上
に
渡
り
Ｆ

Ｂ
Ｉ
の
未
解
決
ト
ッ
プ
・
リ

ス
ト
に
あ
る
の
が
連
続
殺
人

犯
ロ
ン
グ
レ
ッ
グ
ス
。
新
人

捜
査
官
の
ハ
ー
カ
ー
は
上
司

の
カ
ー
タ
ー
（
ブ
レ
ア
・
ア

ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
）
か
ら
こ
の

捜
査
を
命
じ
ら
れ
る
。

　

す
で
に
10
組
以
上
の
家
族

が
ロ
ン
グ
レ
ッ
グ
ス
の
犠
牲

と
な
り
惨
殺
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
っ
て
も
ロ
ン
グ
レ
ッ

グ
ス
本
人
が
直
接
手
を
下
し

た
形
跡
は
な
い
。
い
ず
れ
も

父
親
が
家
族
を
殺
し
て
か
ら

自
殺
す
る
無
理
心
中
の
パ
タ

ー
ン
で
い
わ
ゆ
る
間
接
殺
人

だ
。
現
場
に
は
必
ず
暗
号
の

よ
う
な
文
字
と
ロ
ン
グ
レ
ッ

グ
ス
と
い
う
名
の
メ
モ
が
残

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ハ
ー
カ
ー
は
ロ
ン
グ
レ
ッ

グ
ス
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
あ
ら

ゆ
る
状
況
証
拠
を
検
証
し
、

一
つ
の
仮
定
に
た
ど
り
着
く
。

ど
の
ケ
ー
ス
も
家
族
に
は
９

歳
に
な
る
娘
が
い
て
い
ず
れ

か
の
月
の
14
日
に
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
。
事
件
は
誕
生
日

の
前
後
6
日
間
の
間
に
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
だ
。

　

謎
解
き
を
進
め
る
に
つ
れ

て
ハ
ー
カ
ー
は
子
ど
も
の
時

の
遠
い
記
憶
の
中
に
不
思
議

な
人
物
と
の
出
会
い
の
一
瞬

を
垣
間
見
る
。
は
っ
き
り
と

は
し
な
い
が
妙
に
気
味
の
悪

い
光
景
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。
そ
の
記
憶
は
時
間
と

共
に
ハ
ー
カ
ー
の
頭
の
中
で

増
幅
し
始
め
る
。
悪
魔
が
人

間
に
仕
掛
け
た
堕
落
の
道
が

徐
々
に
解
き
明
か
さ
れ
る
。

　

ロ
ン
グ
レ
ッ
グ
ス
に
扮
す

る
の
が
ニ
コ
ラ
ス
・
ケ
イ
ジ
。

役
柄
に
よ
っ
て
は
特
異
な
演

技
を
見
せ
る
こ
と
が
あ
る
が

本
作
で
は
そ
の
ど
派
手
ぶ
り

が
常
軌
を
逸
し
て
い
る
。
１

時
間
41
分
。
Ｒ
。         （
明
）

Longlegs

 

動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

悪
魔
が
誘
う
堕
落
へ
の
道
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
20
年
間
、

現
代
舞
踊
家
と
し
て
活
躍
し
Ｎ

Ｙ
大
学
で
講
師
を
務
め
た
田
中

い
づ
み
さ
ん
が
７
月
26
日
、
東

京
の
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
で
主

宰
す
る
「
石
川
須
姝
子
・
田
中

い
づ
み
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
東
京
都
練
馬
区
）
の
第
68
回

発
表
会
を
開
催
し
た
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
田
中
さ

ん
の
母
で
日
本
の
現
代
舞
踊
界

の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
石

川
須
姝
子
さ
ん
が
、
前
身
の

石
川
須
姝
子
舞
踊
研
究
所
を

１
９
５
０
年
に
創
立
し
た
。
発

表
会
は
創
立
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍

の
２
年
間
を
除
き
ほ
ぼ
毎
年
行

っ
て
い
る
。
昨
年
の
発
表
会
は

予
定
１
週
間
前
の
５
月
末
に
石

川
さ
ん
が
97
歳
で
亡
く
な
っ
た

が
、
生
前
「
死
ぬ
ま
で
踊
り
、

舞
台
に
立
ち
続
け
た
い
」
と
話

し
て
い
た
故
人
の
意
志
を
追
悼

し
予
定
通
り
開
催
し
た
。

　

今
年
は
３
歳
児
か
ら
シ
ニ
ア

ク
ラ
ス
の
79
歳
ま
で
が
、
童
謡

や
ポ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ズ
、
コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ
ー
の
音
楽
に
合
わ

せ
、
石
川
さ
ん
、
田
中
さ
ん
ら

が
振
付
し
た
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
作
品
を
披
露
し
た
。
ソ
ロ

を
得
意
と
す
る
生
徒
は
、
深
海

や
沈
黙
、
誰
も
い
な
い
ス
ト
リ

ー
ト
な
ど
を
描
写
し
た
自
主
制

作
作
品
を
発
表
し
、
グ
ル
ー
プ

作
品
で
は
、
初
舞
台
の
生
徒
た

ち
も
ベ
テ
ラ
ン
の
講
師
た
ち
と

一
緒
に
踊
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
レ
ッ
ス
ン
で

は
母
の
石
川
さ
ん
か
ら
受
け
継

い
で
い
る
「
楽
し
ん
で
踊
る
」

こ
と
を
ま
ず
大
事
に
し
て
い
る

と
い
う
。
ま
た
自
身
と
し
て
は

「
生
徒
の
『
個
』
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。
レ

ベ
ル
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
今
、

そ
の
人
に
何
が
大
切
か
を
考
え

た
指
導
を
し
て
い
る
。
心
を
閉

ざ
し
て
い
る
人
で
も
、
自
分
を

表
現
出
来
る
様
に
。
そ
の
行
く

先
は
、
個
性
を
生
か
し
た
踊
り

が
出
来
る
様
に
な
る
」
と
話
し

て
い
る
。　
　
　
　
（
浜
崎
都
）

石
川
須
姝
子
・
田
中
い
づ
み
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

東
京
で
第
68
回
発
表
会
を
開
催田中いづみ

　

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

夏
の
終
わ
り
の
風
物
詩
「
メ

ッ
ト
オ
ペ
ラ
・
サ
マ
ー
・
Ｈ

Ｄ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

23
日
（
金
）
か
ら
９
月
２
日

（
月
）
ま
で
、
11
夜
に
わ
た

っ
て
上
映
さ
れ
る
。　

上
演

作
は
23
日
レ
ッ
ド
・
バ
イ
オ

リ
ン
、
24
日
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
、
25
日
ナ
ブ
ッ
コ

（Nabucco

）、
26
日
ア
マ
ゾ
ン

の
フ
ロ
レ
ン
シ
ア
（Florencia 

en el Amazonas

）、
27
日
つ

ば
め
（La Rondine

）、
28
日

デ
ッ
ド
マ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

29
日
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
、

30
日
Ｘ: 

マ
ル
コ
ム
Ｘ
の
生
涯

と
時
代
、
31
日
カ
ル
メ
ン
、
９

月
１
日
運
命
の
力
（La Forza 

del Destino

）、
２
日
蝶
々
夫

人
（M

adama Butterfly 

）。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

w
w
w
.m

etopera.org/
season/summer-events/
summer-hd-festival/

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ
ペ
ラ

23
日
か
ら
11
夜
Ｈ
Ｄ
上
映

ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
な
ど

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe4vdy9qbLCmQfRSYN6f5xqSu5ZbYO1upCdRZ6uvmN2a45trg/viewform?pli=1
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfH_ItcM7HlSfhrSgQYjbs_aBi3ewWegbjKKyI5At36cAhpHQ/viewform
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.metopera.org/season/summer-events/summer-hd-festival/
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ミ
ツ
ワ
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ

ス
（
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
リ

バ
ー
ロ
ー
ド
５
９
５
番
地
）
で

は
、10
日
（
土
）
と
11
日
（
日
）

の
午
前
11
時
か
ら
午
後
６
時
30

分
ま
で
、
２
日
続
け
て
、
恒
例

の
夏
祭
り
を
開
催
す
る
。

　

両
日
と
も
、太
鼓
の
演
奏
や
、

盆
踊
り
大
会
、
縁
日
フ
ー
ド
や

ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
コ

ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
楽
し

め
る
ほ
か
、
ス
ー
パ
ー
で
は
夏

祭
り
特
別
の
セ
ー
ル
商
品
販
売

も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
フ
ー
ド

コ
ー
ト
や
テ
ナ
ン
ト
店
舗
は
通

常
営
業
を
行
う
。

　

夏
祭
り
自
体
の
参
加
費
は
不

要
だ
が
、
両
日
と
も
駐
車
場
料

金
を
10
ド
ル
チ
ャ
ー
ジ
す
る
。

両
日
は
、
夏
祭
り
に
参
加
せ
ず

食
材
購
入
の
み
が
目
的
で
同
店

を
訪
れ
る
客
も
駐
車
場
代
を
課

金
さ
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
。

　

４
月
５
日
の
朝
、
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
は
４
・
８
と
小
さ
い
も

の
の
、
ア
メ
リ
カ
東
海
岸
で
は

久
し
ぶ
り
の
有
感
地
震
が
発
生

し
、
震
源
地
の
Ｎ
Ｊ
州
だ
け
で

な
く
、
Ｎ
Ｙ
市
で
も
騒
ぎ
に
な

っ
た
。
実
は
そ
れ
以
降
も
、
体

に
感
じ
な
い
程
度
の
小
規
模
な

地
震
が
Ｎ
Ｊ
州
で
は
発
生
し
て

い
る
。

　

全
米
地
質
学
調
査
局
の
発
表

に
よ
る
と
、
７
月
31
日
朝
に
ハ

ン
タ
ー
ド
ン
郡
カ
リ
フ
ォ
ン
を

震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
２
・
２
が
発
生
。
４
月
５
日

以
降
、
同
州
中
西
部
を
震
源

地
と
す
る
小
規
模
な
地
震
は

１
８
２
回
を
記
録
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
７
月
だ
け
で
も
、
カ

リ
フ
ォ
ン
や
ニ
ュ
ー
エ
ジ
プ
ト

の
周
辺
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

０
・
８
か
ら
２
・
２
の
極
小
地
震

が
６
回
記
録
さ
れ
て
い
る
。
今

年
発
生
し
て
い
る
Ｎ
Ｊ
の
小
さ

な
群
発
地
震
が
大
地
震
の
予

兆
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、

元
々
西
海
岸
と
比
較
し
て
圧
倒

的
に
地
震
発
生
数
が
少
な
い
東

海
岸
で
小
規
模
と
は
い
え
地
震

発
生
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
、

同
局
は
「
注
意
は
必
要
だ
」
と

し
て
い
る
。

ミツワで夏祭り
10日と11日
盆踊りなど開催

小
規
模
地
震
が

相
次
ぎ
発
生

Ｎ
Ｊ
州
で
続
く
群
発
地
震

全
米
地
質
学
調
査
局
が
注
意
喚
起

　

夏
真
っ
盛
り
の
Ｎ
Ｊ
。
州
西

部
の
ヴ
ォ
ン
・
サ
ン
農
園
（
ワ

レ
ン
郡
ワ
シ
ン
ト
ン
タ
ウ
ン
シ

ッ
プ
、
州
道
57
号
線
西
４
３
８

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
は
、
市
内
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ

ー
ク
内
に
あ
る
松
風
荘
で
、
11

日
（
日
）
夜
７
時
30
分
か
ら

９
時
30
分
ま
で
、

「
迎
え
火
」
と
題

し
、
灯
ろ
う
流
し

や
琴
の
演
奏
を
楽

し
み
、
大
切
な
人

の
御
霊
を
迎
え
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
。
ま
た
、
翌

週
17
日
（
土
）
の

夜
に
は
「
送
り
火
」

と
題
し
た
同
様
の

イ
ベ
ン
ト
も
開
催

す
る
。
参
加
費
は
、

灯
ろ
う
を
購
入
す

る
場
合
は
ど
ち
ら

も
35
ド
ル
。
観
覧

の
み
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
も
25

ド
ル
。
要
事
前
登
録
。
詳
細
は
、

japanphilly.org

番
地
）
で
は
、
夏
を
象
徴
す
る

花
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
広
大
な
敷
地

一
面
に
咲
き
誇
る
丘
を
歩
く

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
・
ト
レ
イ
ル
」

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
期

間
は
、
レ
イ
バ
ー
デ
ー
ま
で
毎

日
、
10
時
か
ら
17
時
ま
で
。
入

場
料
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
す

る
と
12
・
99
ド
ル
、
当
日
券
は

14
・
99
ド
ル
。

　

ま
た
、
同
農
園
で
は
、
10
日

（
土
）と
11
日（
日
）の
両
日
、「
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
。
同
日
の
入
場
料

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
購
入
す
る
と

19
・
99
ド
ル
、
当
日
券
は
21
・

99
ド
ル
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
当

日
は
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ト
レ
イ

ル
散
策
の
ほ
か
、ヘ
イ
ラ
イ
ド
、

子
ど
も
用
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、

夏
の
花
の
や
ベ
リ
ー
の
畑
の
散

策
（
ピ
ッ
キ
ン
グ
は
別
料
金
）、

ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
楽
し

め
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク

や
ワ
イ
ン
＆
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の

出
店
も
あ
る
。

　

詳
細
は
、vonthunfarms.

com

夏
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ト
レ
イ
ル

ヒ
マ
ワ
リ

お
盆
の
灯
ろ
う
流
し

松
風
荘
で
11
日
と
17
日
に
開
催

http://jmart-usa.com/en/
https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
vonthunfarms.com
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 千葉真知子の
 ART COOKING

　

ギ
リ
シ
ャ
時
代
に
医
学
の
父

と
言
わ
れ
て
い
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
が
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
に
健
胃
作

用
、
睡
眠
作
用
が
あ
る
と
伝
え

た
こ
と
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広

ま
り
、
古
く
か
ら
食
用
、
薬
用

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
を
加
え
た
体
に
や
さ
し

い
一
品
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

作
り
方

１　

大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
ひ
き

材料
鶏ひき肉　　  　300g　　
海老むき身　　　４尾　　
コリアンダー 　　大 1　
生姜すりおろし　少々
とうもろこし　１/２ カ
ップ
フィッシュソース、塩、
胡 椒　 各 少 々　 砂 糖　
ひとつまみ

チ
キ
ン
＆
コ
リ
ア
ン
ダ
ー
タ
パ
ス

肉
を
入
れ
て
手
で
ね
る
。
海
老

の
む
き
身
粗
み
じ
ん
、
あ
ら
か

じ
め
茹
で
て
お
い
た
と
う
も
ろ

こ
し
の
粒
、
生
姜
す
り
お
ろ
し

を
加
え
て
混
ぜ
る
。

２　

①
に
塩
、
胡
椒
、
砂
糖
、

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ソ
ー
ス
、
コ
リ
ア

ン
ダ
ー
を
加
え
て
手
で
よ
く
混

ぜ
、
一
口
大
の
大
き
さ
の
ボ
ー

ル
状
に
ま
と
め
る
。

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
大
さ
じ
２
を
入
れ
て

熱
し
、
②
の
ボ
ー
ル
を
入
れ
て

中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に
、
転

が
し
な
が
ら
焼
き
上
げ
る
。

４　

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
に
お

い
て
油
を
と
り
、
皿
に
盛
る
。

５　

た
れ
の
材
料
を
混
ぜ
、
小

皿
に
入
れ
て
チ
ヂ
ミ
を
つ
け
て

い
た
だ
く
。

③
に
混
ぜ
る
。

　世界的に有名な日本人バーテンダー後閑信吾氏が手掛けるバー「Sip & 
Guzzle」（コーネリア通り 29 番地）が提供するビーフ・サンドイッチが、
ニューヨークのガストロノミーシーンで話題となっている。
　シカゴのミシュラン３つ星レストラン「アリニア」で総料理長を務めた
マイク・バゲイル氏が考案した同メニュー「ロワイヤル・ウィズ・チーズ」
は、値段は１５０ドルと高額だが、主役のＡ５ランクの宮崎牛のテンダー
ロインをワサビをベースにしたソース、燻製した醤油、米酢、塩麹などで
味付け、挟むパンは銀座に志かわロサンゼルス店の食パンを使用するなど
食材を厳選している。同店のウェブサイトのメニューには、梅干しを使っ
たトマトサラダや、柚子とリコッタチーズを入れたかぼちゃの花の天ぷら、
ウニ炒飯の握りなどの和の風味を生かした創作料理が並ぶ。
　後閑氏は日本国内外でバー文化を発信するＳＧグループの創立者で、数々
のバーテンダー大会で優勝経験がある。同店では、ＳＧグループが日本の
焼酎メーカーと開発した「ＳＧ焼酎」（芋、米、麦）のほか、日本のウィス
キーも数多く取り揃えている。

ハンバーガー

$150
有名な日本人バーテンダーが手がける

の
あ
る
人
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。
会
費
は
20
ド
ル
（
お

好
み
焼
き
＋
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
、

浴
衣
で
の
参
加
者
は
15
ド
ル
）。

12
歳
以
下
無
料
。
ワ
イ
ン
、
ビ

ー
ル
な
ど
飲
み
物
の
持
ち
込
み

歓
迎
。
協
賛
・
お
た
ふ
く
ソ
ー

ス
。
現
地
へ
の
交
通
手
段
は
地

下
鉄
Ｌ
ラ
イ
ン
で
最
寄
り
駅

はMorgan Av. 

駅
。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
か
ら
行
く
と
、
後
ろ
車

両
に
近
い
出
口
か
ら 

徒
歩
２

分
。
参
加
申
込
み
・
問
い
合
せ

は
Ｅ
メ
ー
ル
：nynagasaki@
gmail.com 

／ 

電
話
５
１
６
・

５
２
６
・７
３
６
５
、木
下
（
き

も
と
）
さ
ん
。

　

第
14
回
Ｎ
Ｙ
広
島
会
＆
長
崎

県
人
会
＆
ば
っ
て
ん
会
、
合
同

納
涼
会
が
17
日
（
土
）
午
後

３
時
か
ら
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

広
島
お
好
み
焼
き
専
門
店
モ

モ
・
ス
シ
・
シ
ャ
ッ
ク
（
43 

Bogart Street, Brooklyn NY 
11206

）
で
開
催
さ
れ
る
。
当

日
は
、
広
島
出
身
の
店
主
が
作

る
、
本
格
広
島
お
好
み
焼
き
を

楽
し
む
。
コ
ロ
ナ
禍
の
４
年

間
、
開
催
を
控
え
て
い
た
合
同

納
涼
会
の
再
開
と
な
る
集
い
。

広
島
、
長
崎
、
九
州
に
ゆ
か
り

Ｎ
Ｙ
広
島
会
＆
長
崎
県
人
会
＆

ば
っ
て
ん
会
、
合
同
納
涼
会

広島お好み焼き
冷えたビールで
猛暑吹き飛ばせ

　

８
月
３
日
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
「
夏
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
開
催

さ
れ
た
。
衣
類
、和
洋
食
器
、

雑
貨
、本
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

珍
し
い
も
の
や
、
良
い
品
が

手
頃
な
価
格
で
買
え
る
と
あ

っ
て
朝
の
開
場
と
同
時
に
大

勢
の
人
で
賑
わ
っ
た
。
日
本

で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な

い
よ
う
な
昭
和
30
年
代
の
雑

誌
や
レ
ト
ロ
な
も
の
も
。
前

回
こ
こ
で
、
加
山
雄
三
の
若

い
時
の
写
真
集
を
買
っ
た
人

が
、
知
人
を
通
じ
て
本
人
に

写
メ
ー
ル
転
送
し
た
と
こ
ろ

「
懐
か
し
い
な
あ
」
と
加
山

本
人
か
ら
返
事
が
来
て
び
っ

く
り
し
た
そ
う
だ
。

Ｊ
Ａ
Ａ
で

蚤
の
市

い
い
も
の
手
頃
に

https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
https://neuroacuny.com/
https://japanvillage.com/
https://minglesoho-ny.com/
https://fancojapan.com/
mailto:nynagasaki@gmail.com
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NYストスナ オシャレは街角から生まれる 150

AUGUST

ア
フ
リ
カ
味
わ
え
る
ハ
ー
レ
ム

　暑いハーレムの夏、華氏 90°を上回る８月初旬、コロナ禍発生以来初め
てハーレムを歩いた。34丁目のペン駅から地下鉄１番線に乗り、125丁目
にたどり着く。相変わらずアフリカ産の民芸品などを並べた露店商が並ん
でいるが、週日のせいか以前に比べて旅行者が少なく見える。ここにはア
ポロ劇場、スタジオ・ミュージアム・イン・ハーレムや多数のジャズクラブ、
本格的なソウルフードの老舗などがあり、居ながらにしてアメリカ南部や
アフリカが味わえる。以前、ハーレムでしか見られない道路沿いの石壁いっ
ぱいに塗られたアートを楽しみながら 135丁目ぐらいまで歩き、ソウルフー
ドを堪能して地下鉄 A線１本でペン駅まで戻った時を懐かしく思い出す。
                                                              （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：エスタニシア　（41 歳）
◇職業：ファッション界で働く。
デザイナーではないが、マーチャ
ンダイジングを担当する
◇居住地：マンハッタンのハー
レム
◇着用の服：イヤリングはティ
モ（Timo）からの通信販売、あ
とはパンツもスポーツブラもナ
イキ、サングラスはオンライン
ショップで購入、ファッション
界で働くが、ファッションにお

金を掛けない
◇よく利用する店：アディダス、
ナイキなどスポーティーなもの
を好む
◇好きなブランド：特になし
◇着こなしで気をつけているこ
と：ファッションの分野で働き、
ファッションがが好きだから
ルールに捕らわれず、感覚で身
につける物を選ぶ
◇撮影場所：ハーレム１２５丁
目、アポロ劇場前

　
　

日
本
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
、
1
万
人
以
上
の
来
場
者
に

直
接
ア
ピ
ー
ル
す
る
米
国
最
大

規
模
の
見
本
市
「
Ｎ
Ｙ 

Ｎ
Ｏ

Ｗ
」
に
、
北
米
初
の
「
日
本
商

材
専
門
」
展
示
会
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ　 

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
が
出
展
し
た
＝
経
済

面
に
記
事
＝
。
日
本
の
い
い
も

の
を
集
め
て
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ

ヤ
ー
に
紹
介
し
て
販
路
を
探
る

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
で
今

年
は
、
書
家
が
毎
日
違
う
漢
字

を
記
し
、「
禅
」
の
美
に
触
れ

ら
れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、「
お

腹
を
温
め
る
」
こ
と
で
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ハ
イ
ウ
ェ
ス
ト

パ
ン
ツ
、
上
質
で
シ
ン
プ
ル
な

鉄
製
キ
ャ
ン
プ
ギ
ア
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

用
鉄
板
、
エ
コ
な
お
箸
な
ど
33

ブ
ラ
ン
ド
が
並
ん
だ
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
米
国
最
大

の
見
本
市
Ｎ
Ｙ　

Ｎ
Ｏ
Ｗ
に
３

年
前
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
る
の

が
ノ
ー
ス
・
レ
ー
ン
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
本
社
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
）
代
表
の
徳
重
真
梨
子

さ
ん
だ
。

　

徳
重
さ
ん
は
横
浜
市
出
身
。

日
本
で
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
で

舞
台
衣
装
を
専
攻
し
、
卒
業
後

は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
や

歌
舞
伎
、
Ｃ
Ｍ
、
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
舞
台
衣
装
を
担
当
し

た
。
文
化
庁
か
ら
新
進
芸
術
家

海
外
研
修
制
度
で
２
０
０
７
年

に
来
米
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
舞
台
衣
装
専

門
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
経
験

を
積
ん
だ
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
事
か
ら

縁
あ
っ
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
卸
販

売
の
会
社
に
転
職
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
こ
で
Ｎ
Ｙ　

Ｎ
Ｏ
Ｗ

で
の
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
の
営
業
や

ビ
ジ
ネ
ス
の
実
務
を
学
ん
だ
。

日
本
の
知
人
か
ら
も
ぜ
ひ
商
品

を
ア
メ
リ
カ
の
業
者
に
紹
介
し

て
も
ら
え
な
い
か
と
の
声
が
増

え
る
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
独

立
す
る
こ
と
視
野
に
４
年
間
、

通
信
教
育
で
日
本
大
学
商
学
部

を
卒
業
、
２
０
１
７
年
に
会
社

を
設
立
し
た
。

　

少
女
だ
っ
た
頃
、
大
手
電
気

メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
父
親

が
海
外
出
張
す
る
の
を
あ
こ
が

れ
て
見
て
い
た
。
い
つ
か
自
分

も
海
外
で
活
躍
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
、小
学
校
４
、

５
年
の
時
に
駅
前
留
学
で
知
ら

れ
る
Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
に
自
分

か
ら
通
わ
せ
て
と
親
に
頼
ん
だ

ほ
ど
。
そ
し
て
い
ま
そ
の
夢
が

叶
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ  

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
展

示
は
８
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で

開
催
さ
れ
た
。
毎
年
2
月
と
8

月
に
参
加
し
て
い
る
。
個
性
的

で
デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ
た
新
し

い
日
本
ブ
ラ
ン
ド
に
出
会
え
る

と
あ
っ
て
、
毎
回
ア
メ
リ
カ
の

一
流
バ
イ
ヤ
ー
が
多
数
ブ
ー
ス

を
訪
れ
て
い
る
。

　

今
年
も
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
日
本
ブ
ラ
ン

ド
が
集
ま
り
大
勢
の
ア
メ
リ
カ

人
バ
イ
ヤ
ー
が
コ
ー
ナ
ー
を
訪

れ
て
い
た
。

　

徳
重
さ
ん
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
信
じ
て
突
き
進
ん

で
い
け
ば
、
か
な
わ
な
い
こ
と

は
な
い
街
だ
と
思
い
ま
す
。
成

功
し
が
い
が
あ
る
街
だ
と
思
い

ま
す
」
と
話
す
。

   （
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

日
本
の
い
い
も
の
を
海
外
に
紹
介

ノース・レーン・インターナショナル代表

徳重 真梨子 さん

http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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商
業
演
劇
事
業
者
団
体
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
・
リ
ー
グ
は
、
18

歳
以
下
が
無
料
で
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
公
演
を
観
劇
で
き
る
「
キ

ッ
ズ
・
ナ
イ
ト
」
を
今
夏
も
８

月
20
日
（
火
）
に
開
催
す
る
。

対
象
は
、
ア
ラ
ジ
ン
や
ラ
イ
オ

ン
キ
ン
グ
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー

と
呪
い
の
子
、
ウ
ィ
キ
ッ
ド
な

ど
人
気
の
全
19
公
演
で
、
通
常

料
金
で
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た

大
人
の
同
伴
が
条
件
と
な
っ
て

い
る
。
同
リ
ー
グ
暫
定
社
長
の

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ラ
ッ
ク
ス
氏
は

公
式
声
明
で
「
こ
の
機
会
を
通

し
て
若
い
観
客
に
生
の
舞
台
を

体
験
し
、
関
心
を
養
い
、
芸
術

の
お
も
し
ろ
さ
を
提
供
し
た

い
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
は

ま
ず
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（https://kidsnighton
broadway.com

）
か
ら
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
・
フ
ァ
ン
・
ク
ラ

ブ
に
登
録
す
る
。
ま
た
各
劇
場

は
、
合
唱
や
ア
ー
ト
、
講
演
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
お

り
、
特
別
料
金
で
食
事
を
提
供

す
る
近
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ

る
。
対
象
公
演
や
そ
の
ほ
か
の

詳
細
も
同
サ
イ
ト
を
参
照
す

る
。

18 歳以下はブロードウエー無料
キッズ・ナイト８月 20日に

　

在
校
生
の
約
６
割
が
帰
国
生

と
い
う
、
帰
国
生
受
け
入
れ
校

の
同
志
社
国
際
中
学
校
高
等
学

校
（
所
在
地
・
京
都
府
京
田
辺

市
）
が
今
月
後
半
、
全
米
各
地

で
学
校
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　

Ｎ
Ｙ
地
区
は
、
25
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
「
ダ

ブ
ル
ツ
リ
ー
・
バ
イ
・
ヒ
ル
ト

ン
・
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
」
に
て
開

催
。
当
日
は
、
日
本
の
教
育
事

情
や
同
校
の
帰
国
入
試
制
度
、

習
熟
度
別
別
授
業
、
卒
業
生
の

９
割
以
上
が
同
志
社
大
学
・
同

志
社
女
子
大
学
に
進
学
す
る
学

内
推
薦
制
度
、
学
生
寮
に
つ
い

て
な
ど
を
解
説
す
る
。

　

そ
の
他
の
北
米
地
域
は
、
20

日
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
22
日
サ
ン

ノ
ゼ
、
27
日
デ
ト
ロ
イ
ト
と
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
、
29
日
シ
カ
ゴ
と

ダ
ラ
ス
で
開
催
す
る
。

　

参
加
申
し
込
み
や
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

intnl.doshisha.ac.jp

を
参
照

す
る
。

同
志
社
国
際
中
高
が
北
米
で
学
校
説
明
会

Ｎ
Ｙ
地
区
は
25
日
に
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
（
Ｎ
Ｊ
州

イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、　

岡
本
徹
学
園
長
）
は
、
８
月
25

日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時

30
分
ま
で
、「
日
本
の
夏
祭
り

ご
っ
こ
」
を
開
催
す
る
。
屋
台

や
出
店
な
ど
の
品
の
製
作
や
ゲ

ー
ム
、
和
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ

て
盆
踊
り
を
体
験
す
る
。
浴
衣

や
甚
平
な
ど
を
着
て
の
参
加
歓

迎
。
対
象
年
齢
は
２
歳
半
か
ら

６
歳
。
希
望
者
に
は
学
園
内
の

ツ
ア
ー
も
あ
る
。
定
員
は
13
家

族
程
度
。

　

参
加
費
は
子
ど
も
ひ
と
り
25

ド
ル
、
兄
弟
姉
妹
は
10
ド
ル
追

加
。
要
予
約
。
問
い
合
わ
せ
・

予
約
は
Ｅ
メ
ー
ルnichinichi.

asobo.nyikuei@gmail.com

ま
で
。
申
し
込
み
締
め
切
り
は

８
月
21
日
（
水
）。

日本の夏祭りごっこ
NY 育英学園で開催
８月25日（日）参加者募集中

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://miray109.com/
http://www.gwjs.org
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.betteratmath.com
https://artofhaiku.org/
https://www.intnl.doshisha.ac.jp
mailto:nichinichi.asobo.nyikuei@gmail.com
https://kidsnighton
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巨
大
な
ラ
バ
ー
ダ
ッ
ク
が
現

在
、
Ｎ
Ｙ
州
の
水
上
に
浮
か
ん

で
い
る
。
ラ
バ
ー
ダ
ッ
ク
と
言

え
ば
、
お
風
呂
に
浮
か
せ
て
遊

ぶ
黄
色
い
小
さ
な
ゴ
ム
製
の
ア

ヒ
ル
だ
が
、
今
月
現
れ
た
「
世

界
最
大
」
と
自
負
す
る
マ
マ
ダ

ッ
ク
は
高
さ
61
フ
ィ
ー
ト
（
18

メ
ー
ト
ル
）、
重
さ
15
ト
ン
。

マ
マ
ダ
ッ
ク
の
息
子
の
テ
ィ
ミ

ー
で
さ
え
高
さ
10
フ
ィ
ー
ト

（
３
メ
ー
ト
ル
）
と
、
一
般
家

庭
の
風
呂
場
に
は
と
て
も
入
ら

な
い
。
公
式
サ
イ
ト（https://

thebigduck.us

）
で
マ
マ
ダ

ッ
ク
の
広
報
担
当
者
は
「
世
界

が
彼
女
の
バ
ス
タ
ブ
だ
」
と
伝

え
て
い
る
。
２
０
１
４
年
に
ロ

　

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
（
中
澤

利
彦
代
表
）
は
第
44
回
会
合
を

18
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
か

ら
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
レ
ゾ

ボ
ッ
ク
ス（
東
３
丁
目
91
番
地
）

で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
上
方

落
語
家
の
桂 

三
輝
（
か
つ
ら

さ
ん
し
ゃ
い
ん)

を
招
い
て
開

催
す
る
。 

三
輝
は
４
０
０
年

の
歴
史
を
誇
る
日
本
の
伝
統
話

芸
「
落
語
」
に
お
い
て
、
史
上

2
人
目
で
あ
り
、
１
０
０
年
ぶ

り
と
な
る
外
国
人
落
語
家
だ
。

世
界
各
地
で
落
語
を
上
演
し
て

お
り
、
２
０
１
９
年
9
月
か
ら

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
落
語
公
演
を

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
も
ロ
ン
グ

ラ
ン
継
続
中
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は

「
マ
ス
タ
ー
・
ス
ト
ー
リ
ー
テ

ラ
ー
！
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
）、「 

キ
ン
グ
・

オ
ブ
・
キ
モ
ノ
コ
メ
デ
ィ
！
」

（
ロ
イ
タ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、

「 

唯
一
無
二
の
存
在
！“

サ
ン

シ
ャ
イ
ン”

！
」（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
誌
）
と
い
う
好
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　

ま
た
２
０
１
９
年
7
月
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
Ｇ
20

サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
総
合
司
会

も
務
め
て
い
る
。
今
年
8
月
に

は
、
長
寿
番
組
「
徹
子
の
部

屋
」
に
ゲ
ス
ト
出
演
。
同
番
組

は
黒
柳
徹
子
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
番
組
で
50
年
以
上
に
わ
た

っ
て
、
文
化
人
・
著
名
人
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ゲ
ス

ト
が
出
演
し
て
お
り
、
世
界
的

な
ゲ
ス
ト
も
多
く
出
演
。
過
去

の
出
演
者
に
は
、
ミ
ハ
イ
ル
・

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
、
プ
ラ
シ
ド
・
ド
ミ
ン
ゴ

な
ど
が
い
る
。
参
加
費
一
般
20

ド
ル
、
学
生
15
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
、
予
約
はny.entame@

gmail.com

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た

マ
マ
ダ
ッ
ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
ど
こ
に
行
っ
て
も
そ
の
土
地

を
愛
し
、
地
元
の
人
々
を
幸
せ

に
し
て
、
次
世
代
の
た
め
に
保

存
さ
れ
て
い
る
屋
外
の
ス
ペ
ー

ス
は
存
分
に
満
喫
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
」
だ
と
い
う
。

　

マ
マ
ダ
ッ
ク
は
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク

滞
在
後
、
今
月
16
日
〜
18
日
に

は
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ラ

イ
の
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
に
や
っ
て

く
る
。
公
式
サ
イ
ト
で
は
、
マ

マ
ダ
ッ
ク
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ベ
ビ

ー
服
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の

グ
ッ
ズ
が
購
入
で
き
る
ほ
か
、

場
所
は
限
ら
れ
る
が
マ
マ
ダ
ッ

ク
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
申
請

も
で
き
る
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
のYuko K

が
写
真
展
「
サ
マ
ー
・
イ
ン
・

モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
立
図
書
館
モ
ー
ニ
ン
グ
サ

イ
ド
・
ハ
イ
ツ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
で
８
月
１
日
か
ら
開
催
中

だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

か
ら
普
通
の
日
常
に
戻
っ
た
現

在
ま
で
の
Ｎ
Ｙ
の
夏
の
シ
ー
ン

を
集
め
た
写
真
30
点
を
展
示
し

て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
マ
ル

チ
な
表
現
活
動
を
主
軸
に
す
る

Yuko K

に
と
っ
て
、
こ
の
街

の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
ブ

ス
は
常
に
作
品
作
り
の
た
め
の

大
き
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ト

リ
ー
ト
を
歩
い
て
い
て
、
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ー
ン
が
、
日
頃
か
ら
の
創
作

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
。「
本
展
示
で
は
、

そ
ん
な
『
動
き
の
あ
る
夏
』
の

バ
イ
ブ
ス
を
、
作
品
を
見
て
く

だ
さ
る
方
々
と
シ
ェ
ア
で
き
れ

ば
嬉
し
い
」
と
話
す
。
展
示
は

今
月
30
日
ま
で
。
日
曜
休
館
。

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
。
土

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
。
詳

細
は
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｌ 

ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.nypl.org/
locations/m

orningside-
heights 

「River View」

ラバーダック
NYにやってくる！

Yuko K 写真展
モーニングサイド・ハイツ
ライブラリーで

NYエンタメの会
第44回イベント８月18日に

ゲストに桂三輝

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://thebigduck.us
https://thebigduck.us
https://thebigduck.us
mailto:ny.entame@gmail.com
https://www.nypl.org/locations/morningside-heights
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反
核
・
反
原
発
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
盆
踊
り
平
和
祭
」
が
８

月
４
日
日
曜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
市
に
あ
る
キ

ン
グ
ス
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・
ビ

ー
チ
で
開
催
さ
れ
た
。
キ
ン
グ

ス
ト
ン
で
ラ
ー
メ
ン
・
タ
バ
ン

を
経
営
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
山

本
容
子
氏
と
鍛
金
彫
刻
家
の
大

下
寿
馬
氏
が
主
催
・
実
行
し
て
、

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
た
。

　

正
午
の
開
始
時
は
雨
模
様
だ

っ
た
が
そ
の
後
雨
は
止
み
、
ア

ル
ス
タ
ー
郡
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
委
員
会
委
員
長
の
マ
ナ
・

ジ
ョ
ー
・
グ
リ
ー
ン
議
員
（
19

区
）、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
ニ
ュ
ー
パ
ル

ツ
校
の
ア
ル
ビ
ン
・
コ
ニ
グ
ズ

バ
ー
グ
地
質
科
学
・
物
理
学
名

誉
教
授
、
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
オ
ー
ル
バ

ニ
ー
校
の
ラ
リ
ー
・
ウ
ィ
ト
ナ

名
誉
教
授
（
歴
史
学
） 

の
３
人

が
核
廃
絶
を
訴
え
る
ス
ピ
ー
チ

を
行
っ
た
後
、「
核
の
な
い
未

来
」
を
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る

か
を
質
疑
応
答
の
形
式
で
議

論
。
40
分
あ
ま
り
に
わ
た
り
熱

の
入
っ
た
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
女
性
で
作

る
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
サ
ン

ダ
ー
ハ
ー
ト
の
ド
ラ
ム
演
奏
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
民
舞
座
の
踊

り
や
獅
子
舞
、
そ
し
て
バ
ー
リ

ン
ト
ン
太
鼓
の
ス
テ
ュ
ワ
ー

ト
・
ペ
イ
ト
ン
さ
ん
の
和
太
鼓

な
ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

芝
で
は
地
元
の
子
供
た
ち
の
空

手
演
武
、
書
道
、
折
り
紙
、
幼

児
向
け
ス
イ
カ
割
り
な
ど
が
行

わ
れ
た
。屋
台
で
は
た
こ
焼
き
、

か
き
氷
な
ど
も
売
ら
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
を
拠
点
と
す

る
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
の
ザ
・
バ

ナ
バ
ー
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
「
南

中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
。
ウ
ッ

ド
ス
ト
ッ
ク
在
住
の
ダ
ン
サ

ー
、
マ
ッ
ク
ゲ
ー
デ
ィ
晶
子
さ

ん
が
指
導
し
た
も
の
で
、
日
系

の
３
人
を
含
む
若
者
ら
が
息
の

合
っ
た
踊
り
を
見
せ
大
き
な
喝

采
を
浴
び
た
。

　

ラ
ッ
フ
ル
の
抽
選
会
の
の

ち
、
午
後
６
時
過
ぎ
か
ら
は
盆

踊
り
が
行
わ
れ
、
お
馴
染
み
の

「
炭
坑
節
」や「
東
京
音
頭
」「
木

曽
踊
り
」
な
ど
を
老
若
男
女
が

輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
。

　

そ
の
後
、
平
和
祈
念
式
と

し
て
豊
田
勇
山
法
師
（
浄
土

宗
）
に
よ
る
ギ
タ
ー
の
伴
奏
で

の
ユ
ニ
ー
ク
な
般
若
心
経
唱
和

が
行
わ
れ
、
広
島
と
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
の
犠
牲
者
と
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
と
福
島
の
原
発
事
故

の
被
害
者
の
た
め
に
祈
り
を
捧

げ
た
。
最
後
に
ビ
ー
チ
で
「
希

望
の
炎
〜
ル
ミ
ナ
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
」
が
行
わ
れ
た
。　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
民
舞
座
の
踊
り

盆
踊
り
を
楽
し
む
参
加
者
た
ち

第14回キングストン
「盆踊り平和祭」

広島・長崎への祈りも　
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ぼ
く
は
十
二
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
育
英
の
ス
キ

ー
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
ぼ
く
は
ス
キ
ー
を

楽
し
ん
だ
り
、
友
達
と
ロ
ッ
ジ

で
遊
ん
だ
り
し
な
が
ら
ス
キ
ー

　

僕
は
戦
争
に
つ
い
て
調
べ

て
い
く
中
で
戦
争
は
絶
対
に

繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
歴

史
だ
と
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
戦
争
と
い
う
の
は
、
国

や
民
族
、
宗
教
の
対
立
に
よ

っ
て
起
こ
る
武
力
紛
争
の
こ

と
で
す
。
長
い
人
類
の
歴
史

の
中
で
、
数
多
く
の
戦
争
が

起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
争
に
は
様
々

な
問
題
点
が
あ
り
、
避
け
る

べ
き
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
ず
大
き
な
問
題
点
と
し
て
、

戦
争
で
は
多
く
の
人
々
が
命

を
落
と
す
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
兵
士
だ
け
で
な
く
、

一
般
の
市
民
も
巻
き
込
ま
れ

て
、
大
勢
の
人
が
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
特
に
近

年
の
戦
争
で
は
、
爆
撃
機
や

弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の
高
度

な
武
器
が
使
わ
れ
る
た
め
、

市
民
被
害
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
争
に
よ
り
、
家

や
道
路
、
病
院
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
、
人
々
の

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。
経
済
活

動
も
停
滞
し
、
国
全
体
が
貧

し
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

さ
ら
に
、
戦
争
で
心
の
傷
を

負
っ
た
人
も
多
数
い
ま
す
。

死
の
恐
怖
や
、
家
族
を
失
っ

た
悲
し
み
、
戦
闘
で
受
け
た

肉
体
的
・
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ

な
ど
、
深
刻
な
心
の
傷
を
負

う
人
が
大
勢
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
々
の
心
の
傷
は
、

な
か
な
か
癒
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
戦
争
の
悲
惨
な

側
面
を
考
え
る
と
、
戦
争
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦

争
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
に
は
、
正
義
の
た
め
に
戦

わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
自
国
を
守
る

た
め
の
戦
い
も
正
当
化
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
戦
争
を
完
全

に
無
く
す
の
で
は
な
く
、
で

き
る
だ
け
抑
制
し
、
平
和
的

な
方
法
で
問
題
を
解
決
す
る

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）8月10日（土）

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際
機
関

が
仲
介
し
て
対
話
を
重
ね
、
妥

協
点
を
見
出
し
て
い
く
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
軍
縮
条
約
の
締
結
や

核
兵
器
の
廃
絶
な
ど
、
戦
争
そ

の
も
の
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
大

切
で
す
。
さ
ら
に
、
平
和
主
義

の
精
神
を
広
め
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

　

一
人
一
人
が
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
理
解
し
、
平
和
な
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
を
持

つ
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
の
で

す
。
そ
う
し
た
意
識
が
広
が
っ

て
い
け
ば
、
い
つ
か
は
戦
争
の

な
い
世
界
を
実
現
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
２
年
）

　

私
は
夏
休
み
に
、
一
週
間

ほ
ど
か
け
て
グ
ラ
ン
ド
サ
ー

ク
ル
を
旅
行
し
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
や
ブ
ラ

イ
ス
キ
ャ
ニ
オ
ン
、
ザ
イ
オ

ン
な
ど
の
国
立
公
園
や
ホ
ー

ス
シ
ュ
ー
ベ
ン
ト
や
ル
ー
ト

66
、
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ

ポ
イ
ン
ト
と
い
っ
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
へ
も
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
立
公
園
で
岩

の
形
が
違
っ
て
い
た
り
、
岩

や
土
の
色
が
様
々
で
面
白
か

っ
た
で
す
。

　

特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

ス
リ
ー
シ
ス
タ
ー
ズ
な
ど
の

巨
大
な
岩
が
あ
る
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
バ
レ
ー
と
独
特
な
形
を

し
た
岩
が
幻
想
的
な
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
キ
ャ
ニ
オ
ン
で
す
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
バ
レ
ー
で
は

広
い
青
空
と
赤
茶
色
の
岩
の

間
を
走
る
バ
レ
ー
ド
ラ
イ
ブ

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
キ
ャ

ニ
オ
ン
で
は
、
ロ
ウ
ア
ー
ア

ン
テ
ロ
ー
プ
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
階
段
を
使
っ

て
地
下
に
下
り
て
い
く
と
、

風
と
水
で
じ
ょ
じ
ょ
に
時
間

を
か
け
て
作
ら
れ
た
マ
ー
ブ

ル
模
様
の
岩
が
地
上
か
ら
の

光
に
照
ら
さ
れ
た
、
と
て
も

綺
麗
な
景
色
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の

場
所
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ

カ
ン
の
ナ
バ
ホ
族
の
居
留
地

で
、
ナ
バ
ホ
族
の
ガ
イ
ド
さ

ん
か
ら
話
を
聞
い
て
興
味
が

わ
い
た
の
で
調
べ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　

ナ
バ
ホ
族
と
は
ア
メ
リ
カ

の
南
西
部
に
先
住
す
る
民
族

で
、
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
羊
の
毛
を
使
っ
た
ナ
バ

ホ
織
り
な
ど
の
民
芸
品
が
有

名
だ
そ
う
で
す
。
私
も
お
店

で
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
買
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
「
フ

ォ
ー
ス
テ
ー
ジ
」
と
い
う
ナ

バ
ホ
族
の
シ
ン
ボ
ル
が
つ
い

て
い
ま
し
た
。「
フ
ォ
ー
ス
テ

ー
ジ
」
と
は
一
生
の
中
で
四

つ
の
ス
テ
ー
ジ
、
子
供
、
十
代
、

大
人
、
お
年
寄
り
を
意
味
す

る
ん
だ
と
お
店
の
人
に
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
人

は
こ
の
シ
ン
ボ
ル
に
は
他
に

も
色
々
な
意
味
が
あ
る
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ン
テ
ロ

ー
プ
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
行
っ
た

時
、
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
人
が

ど
う
や
っ
て
キ
ャ
ニ
オ
ン
が

作
ら
れ
た
か
や
、「
ロ
ン
グ
ウ

ォ
ー
ク
」
と
い
う
ナ
バ
ホ
族

の
歴
史
に
つ
い
て
も
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。「
ロ
ン
グ
ウ
ォ

ー
ク
」
と
は
、
一
八
六
四
年

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー

ン
に
よ
る
民
族
浄
化
の
た
め
、

一
万
人
以
上
の
ナ
バ
ホ
族
の

人
々
が
二
十
日
以
上
の
徒
歩

の
旅
を
強
い
ら
れ
、
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
南
部
の
強
制
収
容

所
へ
移
住
さ
せ
ら
れ
た
こ
と

を
い
い
ま
す
。
一
八
六
八
年
、

ア
メ
リ
カ
政
府
の
条
約
で
、

ナ
バ
ホ
族
の
人
た
ち
は
キ
ャ

ニ
オ
ン
・
デ
ィ
・
シ
ェ
リ
を

中
心
に
し
た
故
き
ょ
う
に
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

に
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
言
語
を

捨
て
、
無
理
矢
理
英
語
を
学

ば
さ
れ
る
な
ど
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
自
ら
の
文
化
と
伝
統
を
大

切
に
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
バ
ホ
族
の
歴
史
を
調
べ

て
み
て
、
私
だ
っ
た
ら
つ
ら

い
こ
と
に
た
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま

し
た
。
幼
い
子
供
も
「
ロ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
と
、

と
て
も
心
が
痛
み
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
命
を
落
と
し
、

苦
し
ん
だ
「
ロ
ン
グ
ウ
ォ
ー

ク
」
の
よ
う
な
差
別
は
二
度

と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
キ
ャ
ニ
オ
ン
や
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
バ
レ
ー
が
こ
ん
な

神
秘
的
で
、
そ
し
て
長
い
年

月
が
経
っ
た
今
で
も
人
々
を

み
り
ょ
う
し
て
い
る
の
は
、

ナ
バ
ホ
族
の
人
た
ち
が
自
然

を
と
て
も
大
切
に
し
て
、
守

り
続
け
て
い
る
証
こ
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
で
、
色
々
な
キ

ャ
ニ
オ
ン
に
行
き
ま
し
た
が
、

そ
の
た
び
に
ア
メ
リ
カ
に
は

こ
ん
な
壮
大
な
自
然
が
あ
る

の
か
と
気
づ
か
さ
れ
、「
わ
ぁ

ー
」
と
い
う
お
ど
ろ
き
の
連

続
で
し
た
。
特
に
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ニ
オ
ン
で
見
た
朝
日
と

夕
日
は
と
て
も
美
し
く
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
２
年
）

「
戦
争
は
絶
対
に
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
歴
史
だ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
　
大
心
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 （記載学年は応募時のものです）

「
私
の
夏
休
み
の
思
い
出
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
木
田
　
翼

　

私
は
、
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ

シ
ー
州
ブ
レ
ン
ト
ウ
ッ
ド
と

い
う
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

近
く
に
は
広
い
公
園
が
あ
り

ま
す
。

　

私
に
は
、
父
と
母
、
そ
れ

か
ら
二
才
年
下
の
妹
が
い
ま

す
。
学
校
か
ら
帰
る
と
、
友

達
と
遊
ん
だ
り
、
習
い
事
に

行
っ
た
り
し
ま
す
。
い
つ
も

家
で
、
友
達
と
遊
ぶ
時
は
暑

い
夏
で
も
ク
ー
ラ
ー
が
あ
る

の
で
気
持
ち
よ
く
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
私
た
ち
と

は
ち
が
う
生
活
を
し
て
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
不

幸
な
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
る
人
に
、
自
分
た
ち
の
よ

う
な
幸
せ
な
生
活
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

全
世
界
が
平
等
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
語
の
「
た
ず
ね
び
と
」

の
授
業
を
通
し
て
、
私
は
自

分
の
行
動
を
見
直
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な

の
幸
せ
を
か
な
え
る
た
め
に
、

も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
を
勉

強
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

知
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
（
滞
米
２
年
６
か
月
）

を
練
習
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
楽
し
か
っ

た
こ
と
を
二
つ
、
が
ん
ば
っ
た

こ
と
を
一
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ロ
ッ
ジ
で
の
友

達
と
ウ
ノ
や
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ん

だ
こ
と
で
す
。
ぼ
く
の
ロ
ッ
ジ

の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
知
り
合
い

で
、
な
が
く
ぼ
兄
弟
と
と
も
君

で
し
た
。
と
も
君
が
ウ
ノ
を
持

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
と
も

君
の
ウ
ノ
の
中
に
は
シ
ャ
ッ
フ

ル
と
い
う
カ
ー
ド
が
あ
っ
て
、

そ
れ
を
使
う
と
全
員
の
カ
ー
ド

「
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
　
龍
一

を
混
ぜ
て
、
も
う
一
回
く
ば
り

直
す
と
い
う
お
そ
ろ
し
い
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。
な
の
で
ぼ
く

た
ち
の
ウ
ノ
は
三
十
分
以
上
続

き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
た

ち
の
ロ
ッ
ジ
に
は
テ
レ
ビ
が
つ

い
て
い
て
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
が
見
れ
た
の
で
、
み
ん
な
で

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
動
画
を
見
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ご
飯
の
時
間
で

す
。
な
ぜ
な
ら
白
井
先
生
の
作

る
ご
飯
が
本
当
に
お
い
し
か
っ

た
か
ら
で
す
。
特
に
お
い
し
か

っ
た
の
が
三
日
目
の
昼
（
た
ぶ

ん
）
の
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
で

す
。
ぼ
く
は
、
け
っ
こ
う
ホ

ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
が
好
き
で

す
。
な
ぜ
な
ら
ト
ロ
ー
リ
甘
い

か
ら
で
す
。
そ
の
お
昼
ご
飯
で

は
ト
ー
ス
ト
も
つ
い
て
き
た
の

で
、
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
し
て
食
べ

ま
し
た
。
ぼ
く
は
全
て
食
べ
終

え
て
シ
チ
ュ
ー
と
ト
ー
ス
ト
を

お
か
わ
り
し
ま
し
た
。
シ
チ
ュ

ー
と
ト
ー
ス
ト
を
食
べ
終
え
た

時
に
は
ト
ー
ス
ト
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
、
シ
チ

ュ
ー
と
ご
飯
を
お
か
わ
り
し
ま

し
た
。
ぼ
く
は
こ
の
日
の
昼
ご

飯
だ
け
で
四
回
お
か
わ
り
し
ま

し
た
。
ち
な
み
に
と
も
君
は
五

回
お
か
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
は
こ
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ

中「
絶
対
毎
食
お
か
わ
り
す
る
」

と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
そ
の
目
標
を
見
事

達
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
ス
キ
ー
キ
ャ
ン

プ
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
一
つ

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。ぼ
く
は
、

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
初
級
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
初

に
初
級
一
と
二
に
分
け
ら
れ
ま

し
た
。
最
初
は
慣
れ
な
く
て
、

う
ま
く
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
ず
、

初
級
一
に
な
り
ま
し
た
。
と
も

君
は
初
級
二
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
早
く
上
の
レ
ベ
ル
に

行
く
と
決
心
し
ま
し
た
。
初
級

一
の
担
当
の
先
生
は
中
澤
先
生

で
し
た
。
た
く
さ
ん
自
由
に
す

べ
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
初
級

一
で
た
く
さ
ん
す
べ
っ
て
二
日

目
に
初
級
二
に
昇
格
し
ま
し

た
。
初
級
二
の
先
生
は
笠
間
先

生
で
し
た
。
ビ
デ
オ
を
と
り
な

が
ら
す
べ
っ
て
い
て
と
て
も
す

ご
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
か
っ

こ
よ
か
っ
た
の
で
、「
ま
ね
し

て
み
た
い
な
ぁ
。」
と
最
初
思

い
ま
し
た
が
、
絶
対
ぼ
く
だ
っ

た
ら
け
が
す
る
の
で
や
め
て
お

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
で

シ
ス
テ
ム
タ
ー
ン
を
ひ
た
す
ら

み
が
き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
タ

ー
ン
と
は
八
の
字
で
曲
が
っ
て

す
ぐ
に
足
を
そ
ろ
え
て
す
べ
る

技
で
す
。
こ
の
技
は
パ
ラ
レ
ル

と
い
う
む
ず
か
し
い
技
を
覚
え

る
た
め
の
基
礎
な
の
で
、
た
く

さ
ん
練
習
し
ま
し
た
。
最
初
は

山
方
の
足
を
な
ぜ
か
上
げ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
、
山
方
の
足

を
地
面
に
つ
け
る
よ
う
、
意
識

し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
う
ま
く

な
っ
て
シ
ス
テ
ム
タ
ー
ン
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
最
終
日
、
発
表
会
で
は
、

あ
ま
り
う
ま
く
す
べ
れ
ず
失
敗

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
そ
の
日
う
ま
く
す
べ
れ
な

か
っ
た
だ
け
で
、
シ
ス
テ
ム
タ

ー
ン
は
身
に
つ
い
て
い
る
の
で

満
足
で
す
。

　

こ
の
ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
た

く
さ
ん
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
学

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
も

っ
と
も
っ
と
練
習
し
た
い
の

で
、
ま
た
ス
キ
ー
を
し
に
行
こ

う
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。　
　
（
滞
米
２
年
11
か
月
）

「たずねびとを学習して」
　　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小６

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　衣咲

８
月
３
日
号「
言
葉
の
泉
」に
掲
載
し
た
作
文「
気
持
ち
の
良
い
生
活
を
送
る
た
め
」作
者
の
ジ
ョ

ル
ダ
ニ
・
ラ
ナ
さ
ん
の
学
校
名
が
間
違
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
正
し
い
学
校
名
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
日
本
語
補
習
授
業
校
で
す
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
と
同
時
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com
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モ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ド
・
ハ
イ
ツ
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機

関
が
あ
り
、
教
育
的
な
威
信
を
誇
る
が
、
緑
豊
か
な
自
然
の

美
し
さ
も
ま
た
こ
の
エ
リ
ア
の
特
筆
さ
れ
る
特
徴
だ
。

　

モ
ー
ニ
ン
グ
サ
イ
ド
・
ハ
イ
ツ
の
大
部
分
は
歴
史
地
区
に
属

し
、
20
世
紀
初
頭
、
つ
ま
り
最
初
に
住
宅
地
と
な
っ
た
頃
の

面
影
を
未
だ
に
残
し
て
い
る
。
写
真
の
部
屋
は
、
１
９
２
０

年
建
造
の
コ
ー
プ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
、

ガ
エ
タ
ン
・
ア
イ
エ
ロ
が
設
計
し
た
歴
史
的
建
造
物
、
ザ
・

ハ
ミ
ル
ト
ン
の
2
階
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ

イ
ド
・
ハ
イ
ツ
の
中
心
で
静
か
な
隠
れ
家
的
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
る
。

　

ド
ア
マ
ン
、
共
用
の
ル
ー
フ
デ
ッ
キ
、
ジ
ム
、
キ
ッ
ズ
ル

ー
ム
、
ペ
ッ
ト
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
を
完
備
し
た
と
て
も
よ
く
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
物
件
で
、
駅
も
近
い
上
に
非
常
に

静
か
な
環
境
だ
。
販
売
価
格
は
45
万
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話　

９
１
４
・３
７
４
・７
１
９
５
、

Ｅ
メ
ー
ル
はted.matsumoto@corcoran.com

　

松
本
さ
ん

（
写
真
提
供
・
コ
ー
コ
ラ
ン
不
動
産
）

コロンビア大学に近い歴史あるビルの２階

EVENT

■ 110 回 ジャパンフェス
＝ 8/10　10:00 ～ 18:00　
Upper East Side （60th St, bet 
Madison Ave - 5th St）人気の
日系ストリートフェア。マカ
ロン、スフレパンケーキ、焼
き鳥、寿司タコス、唐揚げ、
シュークリームなどが出店す
る。
詳細は https://www.japanfes.
com
■ NYC サマーストリート＝
8/10・17・24　車両の通行
を禁止し歩行者天国としてさ
まざまなイベントが行われる
毎年恒例イベント。子ども
向け無料アクティビティー、
オーガニック食品やエナジー
ドリンク等のサンプル配布の
ほか、Lyft と Citi の支援によ
り期間中はシティーバイク30
分間乗り放題の無料パスが提
供される。午前 7時から午後
3時まで。
詳細は https://www.nyc.gov/
html/dot/html/pedestrians/
summerstreets.shtml
■ NYC レストランウィーク
=8/18 まで　市内 5 区のレ
ストラン約 600 店が参加し、
特別価格のプリフィックスメ
ニューを提供する毎年恒例夏
のレストランウィーク。今年
は 2 コースまたは 3 コース
のランチ / ディナーが＄30、
＄40、＄60 のいづれかで楽
しめる。
詳 細 は https://www.nycgo.
com/restaurant-week
■ US オープンテニス＝ 8/26
～ 9/8　USTA Bil l ie Jean 
King National Tennis Center
（Flushing Meadow - Corona 
Park）テニスの世界４大国際
大会のひとつ。大会の１週間
前（8/19 ～ 25）には無料イ
ベント「ファンウィーク」も
開催。予選や出場選手の練習
の一般公開、子どもたちが楽
しめるキッズデー、夜のブ
ロックパーティーに参加で
き、男女決勝戦チケットが当
たる抽選に応募できる。
詳細は https://www.usopen.org/

CLASS/SEMINAR

■ジェトロ NY 事務所主催
ウェビナー「米国デジタル
マーケティング最前線」＝
8/19  20:00   これから海外
展開を検討する中小企業、米
国での EC 販売や店舗出店な
どすでに進出済み企業を対象
に、効果的なデジタルマーケ
ティング施策・事例を取り上
げる。講師はジェトロ中小企
業海外展開現地支援プラット
フォーム事業コーディネー
ターの森田美輝氏。定員 500
人。参加費無料。
詳 細 は ht tp s : / /www.
j e t r o . g o . j p / e v e n t s /
nya/5510d48bff 28517f.html
■ ICU 高校説明会・相談会＝
8/24・25・26　東京都小金
井市にある帰国生受け入れ校
の国際基督教大学高等学校の
学校説明会・相談会が NY・
NJ 地区で開催。ウェストチェ
スター地区は 8/24 ニュー
ヨーク補習授業校W校、NJ
地区は 8/25（日）プリンス
トン日本語学校 、マンハッ
タ ン 地 区 は 8/26Japan ICU 
Foundation 1 階イベント会
場にて。問い合せはＥメール 
icuhs-rs@icu.ac.jp。
詳 細 は https://icu-h.ed.jp/
admin/nasession2024.html
　

THEATRE/DANCE 

■ブライアントパーク・ムー
ビーナイト「タイタニック」
無料上映会＝ 8/12　20:00　
Bryant Park（Corner of 42nd 
St. & 6th Ave.）ビルに囲まれ
た公園内の芝生エリアでピク
ニックをしながら映画を楽し
める、夏の人気無料イベント。
会場は午後５時から入場可、
上映開始は日没後。
詳 細 は https://bryantpark.
org/
■無料ブロードウエー観劇
「キッズ・ナイト」＝ 8/20　
商業演劇事業者団体ブロード
ウエーリーグによる、18歳以
下が無料でブロードウエー公
演を観劇できる 1日限りのイ
ベント。対象はアラジンやラ
イオンキング、ウィキッドな
ど人気の全 19 公演。通常料
金でチケットを購入した大人
の同伴が必要。
詳 細 は h t t p s : / /
kidsnightonbroadway.com

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
tel:18778852726
mailto:ted.matsumoto@corcoran.com
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp%E3%80%82
https://www.usopen.org/
https://www.japanfes.com
https://www.nyc.gov/html/dot/html/pedestrians/summerstreets.shtml
https://www.nycgo.com/restaurant-week
https://icu-h.ed.jp/admin/nasession2024.html
https://www.jetro.go.jp/events/nya/5510d48bff28517f.html
https://bryantpark.org/
https://kidsnightonbroadway.com


（
12
）
水
素
と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
関
係

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果
に

つ
い
て
お
話
し
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
水
素
と
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
、
細
胞

の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
す

る
「
発
電
所
」
と
も
言
え
る
存

在
で
す
。
私
た
ち
の
身
体
が

日
々
の
活
動
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
た
め
に
、
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
は
絶
え
ず
働
い

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
で
活
性
酸
素
が
発
生

し
、
細
胞
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
、

水
素
の
抗
酸
化
作
用
が
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

水
素
は
、
体
内
に
入
る
と
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
で
発
生
す
る

悪
玉
活
性
酸
素
と
結
び
つ
き
、

水
と
無
害
な
酸
素
に
変
換
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
細
胞
が
酸

化
ス
ト
レ
ス
か
ら
守
ら
れ
、
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
機
能
が
最
適

化
さ
れ
る
の
で
す
。
私
自
身
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
前
後
に
水
素
吸
入

を
行
う
と
、
疲
労
感
が
軽
減
さ

れ
、
次
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け

て
の
準
備
が
整
い
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

健
康
は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

や
病
気
予
防
に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
水
素
が
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
を
保
護
し
、
そ
の
機
能

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
老

化
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
研
究
で
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
最
近
の
研

究
で
は
、
水
素
が
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
の
生
産
能
力
を
高
め
、
細

胞
の
健
康
を
維
持
す
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

私
の
経
験
で
も
、
水
素
の
摂

取
を
続
け
る
こ
と
で
、
日
々
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
が
向
上

し
、
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら

も
、「
水
素
を
取
り
入
れ
て
か

ら
、
以
前
よ
り
も
活
力
が
増
し

た
」「
肌
の
調
子
が
良
く
な
っ

た
」
と
い
っ
た
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
の
機
能
が
改
善
さ
れ

た
結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の

全
体
的
な
健
康
と
長
寿
に
直
結

し
て
い
ま
す
。
水
素
の
持
つ
力

を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

よ
り
活
力
に
満
ち
た
日
々
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
水
素

を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

脇
静
香
・「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。
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187

ょ
う
。

　

た
だ
で
さ
え
、
グ
チ
り
た
い

の
に
、
国
か
ら
「
義
務
」
と
言

わ
れ
る
と
、
余
計
に
イ
ラ
っ
と

し
ま
す
が
、
た
だ
し
、
今
回
の

こ
の
生
産
性
向
上
の
義
務
化
に

は
、
取
り
組
み
に
対
す
る
ご
褒

美
と
し
て
介
護
経
営
者
に
「
加

算
」
と
い
う
ア
メ
も
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
義
務
に
怯
え
て
経

営
す
る
く
ら
い
な
ら
、
い
っ
そ

の
こ
と
ア
メ
を
も
ら
う
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

ア
メ
と
し
て
用
意
さ
れ
た
加

算
取
得
の
要
件
は
以
下
の
通
り

で
す
。

（
１
）
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
：

労
力
と
時
間
を
節
約
し
、
事
故

や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
等
の
可
能
性

も
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
導
入

し
ま
す
。 「
見
守
り
機
器
」「
イ

ン
カ
ム
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
」 「
介

護
記
録
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
」。
こ
こ
ま
で
は

楽
勝
。
と
い
う
か
、
ア
メ
リ
カ

西
海
岸
地
域
や
中
国
の
深
圳
で

は
、
自
動
運
転
無
人
タ
ク
シ
ー

が
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
を
思

え
ば
、
今
更
な
が
ら
感
も
否
め

な
い
で
す
が
。

（
２
）
業
務
改
善
効
果
を
示
す

デ
ー
タ
の
提
出
：
取
り
組
み
の

使
用
前
後
の
比
較
デ
ー
タ
等
の

提
出
。 

利
用
者
Ｑ
Ｏ
Ｌ
等
の

変
化
、
残
業
時
間
の
変
化
、
有

給
休
暇
の
変
化
、
心
理
的
負
担

等
の
変
化
（
Ｓ
Ｒ
Ｓ- 

18
等
で

数
値
化
）。
ま
さ
か
こ
れ
ら
を

手
作
業
で
計
算
さ
せ
よ
う
と

は
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
手
作
業
に
よ
っ
て
、
余
計

に
残
業
が
増
え
さ
せ
る
の
も
国

が
我
々
に
求
め
る
こ
と
だ
か
ら

時
々
矛
盾
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
生
産
労
働
人

口
が
激
減
す
る
な
か
、
や
は
り

私
た
ち
は
平
和
ボ
ケ
か
な
？

「
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
」「
私

た
ち
じ
ゃ
何
も
で
き
な
い
。
こ

れ
は
国
の
責
任
」
と
言
う
だ
け

介
護
さ
え
受
け
ら
れ
た
ら
も
う

少
し
伸
び
た
か
も
し
れ
な
い
命

や
家
族
の
生
活
、
仕
事
に
も
大

き
な
影
響
が
及
ぶ
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
も
グ
チ
っ
て
い
ら
れ
な

い
の
で
、
今
、
２
０
２
４
年
時

点
で
は
、
国
が
言
う
「
激
流
の

ぼ
り
」
に
伴
泳
し
て
い
く
し
か

手
段
が
な
い
の
で
、
や
ら
な
い

よ
り
は
マ
シ
程
度
で
介
護
運
営

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
介
護
報
酬
改

定
で
、
一
部
事
業
の
「
生
産
性

向
上
委
員
会
の
義
務
化
」
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
は
、
施

設
系
、
居
住
系
、
短
期
入
所
系
、

多
機
能
系
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
生

産
性
向
上
」
と
は
、
事
業
資
源

の
労
働
力
、
手
間
、
浪
費
等
を

最
小
限
に
し
、
今
よ
り
多
く
の

「
生
産
物
や
成
果
、
価
値
を
増

や
す
こ
と
」
で
す
。
よ
く
混
同

さ
れ
る
の
が
、「
業
務
効
率
化
」

と
の
違
い
で
す
。 

業
務
効
率

化
は
事
業
資
源
の
最
小
限
を
め

ざ
し
、
生
産
物
や
成
果
、
価
値

は
「
維
持
す
る
こ
と
」
を
め
ざ

す
も
の
で
あ
っ
て
、 

増
や
さ
ず

維
持
す
る
だ
け
と
い
う
意
味
で

は
、
生
産
性
向
上
の
一
部
の
役

割
で
し
か
な
い
と
言
え
る
で
し

　

介
護
事
業
に
限
ら
ず
、
日
本

の
産
業
す
べ
て
が
生
産
性
向
上

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
で
す
。
こ
れ
か
ら
15
年
後
の

２
０
４
０
年
ま
で
に
、
人
口
は

60
万
人
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま

す
。
60
万
人
と
は
、
参
考
ま
で

に
鳥
取
県
の
人
口
が
57
万
人
で

す
。
推
し
て
知
る
べ
き
大
減
少

と
い
え
ま
す
ね
。
さ
ら
に
、
生

産
労
働
人
口
（
20
歳
〜
64
歳
）

は
73
万
人
ず
つ
減
り
続
け
ま

す
。
日
本
国
内
の
生
産
労
働
人

口
は
15
年
で
１
０
０
０
万
人
超

の
減
少
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
な
ん
と
も

楽
観
的
な
国
策
に
驚
き
ま
す
。

「
介
護
労
働
人
口
は
現
在
の

２
１
０
万
人
か
ら
２
０
４
０
年

ま
で
に
２
８
０
万
人
に
増
や
そ

う
」
と
い
う
激
流
の
川
下
り
を

必
死
で
逆
泳
し
よ
う
と
国
は
国

民
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
頃
に
は
、
日
本
国
内

で
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」
は
な

か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
か
、
我

慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
も

し
く
は
、 

超
高
額
な
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
か
、
さ
ら
に
、
第
三

国
へ
の
移
住
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と
で
す
。

で
は
な
く
、今
「
生
産
性
向
上
」

に
計
画
的
に
、 

積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、「
２
０
４
０

年
の
後
悔
」
が
待
ち
受
け
て

い
る
と
い
う 

こ
と
で
す
。
今
、

取
り
組
ん
で
も
遅
す
ぎ
る
く
ら

い
で
す
。
今
、
当
た
り
前
に
開

い
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
や
す
ぐ
に

届
く
宅
配
等
の
サ
ー
ビ
ス
業

も
、
美
味
し
い
農
産
物
も
精
密

な
工
業
製
品
も
高
す
ぎ
る
ほ
ど

聳
え
立
つ
ビ
ル
群
も
時
刻
表
通

り
に
来
る
交
通
も
無
く
な
る
の

で
す
。
当
た
り
前
が
当
た
り
前

に
な
ら
な
く
な
る
こ
と
を
心
構

え
を
持
っ
て
、
取
り
組
み
を
始

め
て
も
早
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い

は
ず
で
す
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

２
０
４
０
年
に
後
悔
し
な
い
よ
う
今
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
マ
イ

カ
湾
で
7
月
31
日
、
5
万
個
の

カ
キ
が
放
流
さ
れ
た
。
非
営
利

団
体
ビ
リ
オ
ン
・
オ
イ
ス
タ
ー
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
ピ

ー
ト
・
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
氏
は

「
カ
キ
は
水
を
浄
化
し
、
水
底

を
安
定
さ
せ
、
波
か
ら
岸
を
守

る
と
い
っ
た
多
く
の
有
益
な
生

態
系
を
提
供
す
る
。
カ
キ
礁
が

な
い
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
湾
は

か
つ
て
水
中
に
存
在
し
て
い
た

主
要
な
生
態
系
が
欠
如
し
て
い

る
状
態
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

デ
・
ブ
ラ
シ
オ
前
Ｎ
Ｙ
市
長

の
政
権
下
で
２
０
１
６
年
、
ジ

ャ
マ
イ
カ
湾
の
カ
キ
が
豊
富
だ

っ
た
水
域
を
再
生
す
る
計
画
が

発
表
さ
れ
、
米
国
内
務
省
か
ら

１
０
０
万
ド
ル
の
助
成
金
と
地

元
の
環
境
保
護
局
か
ら
の
追
加

資
金
を
取
得
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、
ジ
ャ

マ
イ
カ
湾
に
２
０
０
万
個
の
カ

キ
を
放
流
し
、
自
立
し
た
カ
キ

の
個
体
群
を
作
り
出
す
と
い
う

目
標
に
向
け
て
い
る
。
州
の
環

境
保
護
局
（
Ｄ
Ｅ
Ｃ
）
と
ビ
リ

オ
ン
・
オ
イ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
代
表
者
が
、
ガ
バ
ナ

ー
ズ
島
に
あ
る
ア
ー
バ
ン
・
ア

セ
ン
ブ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ハ
ー
バ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
生
徒

た
ち
の
協
力
を
得
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
生
の
同

窓
会
組
織
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
三
田
会
は
９
月
４
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド

ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
シ
テ
ィ
（
西
44
丁
目
35
番

地
３
階
）
で
総
会
を
開
催
す

る
。
海
外
に
あ
る
三
田
会
組
織

の
中
で
ほ
ぼ
最
大
の
規
模
と
な

っ
て
い
る
同
会
の
、
年
に
一
度

の
総
会
は
日
本
の
慶
應
義
塾
大

学
か
ら
塾
長
も
参
加
す
る
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
。
昨
年
は
１
４
０

人
が
集
ま
っ
た
。
会
費
は
、
学

生
１
３
０
ド
ル
、
２
０
０
５
〜

24
年
卒
業
の
人
は
１
８
０
ド

ル
、
04
年
以
前
に
卒
業
し
た

人
は
２
３
０
ド
ル
。
参
加
希

望
者
は
８
月
25
日
ま
で
に
フ

ォ
ー
ム
（https://forms.gle/

B93inoRnLHCFkQFG9

）
か

ら
申
し
込
む
。

Ｎ
Ｙ
三
田
会
が
総
会

９
月
４
日
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で

カ
キ
５
万
個
を
放
流

ジ
ャ
マ
イ
カ
湾
の
生
態
系
再
生
目
指
す

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
http://www.furumoto.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://forms.gle/B93inoRnLHCFkQFG9
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ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
迷
宮
を
後

に
し
て
、
車
で
次
の
目
的

地
に
向
か
う
。「Heraklion 

Archaeological Museum

」

で
あ
る
。
最
初
に
古
代
ア
ラ
ブ

人
が
作
り
、
中
世
で
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
人
た
ち
が
砦
を
作
っ
て
そ
の

後
ビ
ザ
ン
チ
ン
、
オ
ス
マ
ン
帝

国
、
ギ
リ
シ
ャ
と
支
配
者
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
こ
の
街
は
、
道

が
複
雑
で
駐
車
す
る
ス
ペ
ー
ス

も
な
い
。
が
、
運
よ
く
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
の
城
壁
の
外
側
に
無
料
で

駐
め
ら
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ

け
た
。

　

博
物
館
は
目
の
前
だ
が
、
そ

の
前
に
腹
ご
し
ら
え
。
観
光
地

は
高
い
の
を
承
知
で
手
っ
取
り

早
く
ピ
ザ
屋
に
入
る
。
グ
リ
ー

ク
サ
ラ
ダ
な
ら
ぬ
ク
レ
タ
ン
サ

ラ
ダ
と
ピ
ザ
（
笑
）。
に
わ
か

に
好
き
に
な
っ
た
グ
リ
ー
ク
コ

ー
ヒ
ー
。
美
味
い
。
が
、
請
求

書
を
見
る
と
び
っ
く
り
。
こ
れ

は
た
い
そ
う
お
値
打
ち
だ
。

　

博
物
館
は
す
ご
か
っ
た
！
私

は
結
構
端
折
っ
て
観
て
し
ま
う

の
だ
が
、
こ
こ
は
全
部
観
た
。

ア
ラ
ブ
の
時
代
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア

の
時
代
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
、
オ
ス

マ
ン
ト
ル
コ
、
ギ
リ
シ
ャ
独
立

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
素
晴

ら
し
い
芸
術
が
あ
る
が
、
私
が

心
を
奪
わ
れ
た
の
は
一
番
古
い

ミ
ノ
ア
文
明
だ
。
こ
こ
に
出
て

く
る
こ
の
色
彩
豊
か
に
描
か
れ

た
女
性
の
艶
か
し
さ
は
ど
う

だ
。
紀
元
前
の
女
性
た
ち
が
何

故
に
こ
こ
ま
で
輝
い
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
祭
事
に
使

わ
れ
た
で
あ
ろ
う
足
の
無
い
尖

っ
た
壺
。
驚
く
べ
き
は
、
人
々

が
輪
に
な
っ
て
ダ
ン
ス
を
す
る

陶
器
の
置
物
だ
。
こ
れ
と
全
く

同
じ
も
の
を
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
で
み
た
。
こ
れ
だ
け
で
ア
ラ

ブ
人
の
入
植
を
確
定
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
み
ん
な
そ
の
子

孫
な
の
だ
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
は
ア

ラ
ブ
人
か
ら
こ
の
地
を
買
い
取

っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
す
が
ヴ
ェ

ニ
ス
の
商
人
。
そ
の
金
貨
も
銀

貨
も
残
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
ク
レ
タ
文
明
に
イ

ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
芸
術
家
の

一
覧
が
あ
っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、リ
ヒ
ャ
ル
ト
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
中
で
も
シ
ュ

ト
ラ
ウ
ス
の
「
ナ
ク
ソ
ス
島
の

ア
リ
ア
ド
ネ
」
は
、
テ
ー
セ
ウ

ス
が
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
倒
す
こ

と
に
協
力
し
た
の
に
、
ナ
ク
ソ

ス
で
お
ざ
な
り
に
し
た
悲
劇
の

ヒ
ロ
イ
ン
で
は
な
い
か
！
ヘ
ン

リ
ー
８
世
の
ハ
ン
プ
ト
ン
コ
ー

ト
の
迷
路
、
私
の
好
き
な
今
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
俳
優
フ

ィ
リ
ッ
プ
・
シ
ー
モ
ア
・
ホ
フ

マ
ン
の
映
画
、
そ
の
名
も
「
ラ

ビ
リ
ン
ス
」、
デ
ビ
ッ
ド
・
ボ

ウ
イ
の
ア
ル
バ
ム
、
そ
の
名
も

「
ラ
ビ
リ
ン
ス
」、エ
リ
ザ
ベ
ス
・

テ
イ
ラ
ー
の
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
そ

の
他
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
芸
術
作

品
、
調
度
品
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
後
日
談
だ
が
、
８
月
１

日
深
夜
に
Ｎ
Ｙ
に
戻
っ
た
私
は

次
の
日
に
ハ
ー
レ
ム
で
ギ
グ
が

あ
っ
た
。
２
週
間
ピ
ア
ノ
に
触

っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
音
楽
か

ら
も
遠
ざ
か
っ
て
い
た
私
が
久

し
ぶ
り
に
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
瞬

間
に
今
ま
で
描
い
た
こ
と
が
な

い
作
風
の
曲
が
出
て
き
た
。「
ク

レ
タ
ン
・
サ
ラ
ダ
」
と
名
付
け

た
そ
の
曲
を
弾
い
た
と
こ
ろ
、

お
客
さ
ん
か
ら
大
好
評
を
い
た

だ
き
、
若
い
学
生
さ
ん
か
ら
は

譜
面
を
い
た
だ
け
な
い
か
と
依

頼
さ
れ
た
。
ク
レ
タ
島
の
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
た
だ
な
ら

ぬ
も
の
が
あ
る
！
こ
こ
に
載
せ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
（
笑
）。

　

庭
に
出
る
と
強
烈
に
口
が
渇

い
た
の
で
、
ジ
ュ
ー
ス
を
買
っ

て
野
外
の
テ
ー
ブ
ル
に
座
る
。

近
く
に
は
石
に
刻
ま
れ
た
私
の

読
め
な
い
古
い
文
字
が
見
え
、

す
だ
ち
の
よ
う
な
柑
橘
類
が
な

っ
て
い
る
。
ミ
ノ
ア
文
明
が
豊

か
で
い
ら
れ
た
の
は
こ
の
太
陽

と
恵
ま
れ
た
農
作
物
で
あ
ろ

う
。
が
、
豊
か
さ
ゆ
え
に
常
に

外
国
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
。

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
、
ビ
ザ
ン
チ
ン
、

オ
ス
マ
ン
帝
国
。

　

火
照
っ
た
体
を
冷
ま
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ア
パ
ー
ト
の
ジ
ョ

ー
ジ
が
教
え
て
く
れ
た
ビ
ー
チ

が
近
い
は
ず
だ
。
車
で
20
分
ほ

ど
走
る
と
ヘ
ラ
ク
リ
オ
ン
郊
外

に
ビ
ー
チ
が
あ
り
、
か
な
り
賑

わ
っ
て
い
た
。
夕
刻
な
の
で
車

を
ビ
ー
チ
際
に
駐
め
、
そ
の
ま

ま
ビ
ー
チ
に
出
た
。
サ
ン
ト
リ

ー
ニ
の
美
し
い
ビ
ー
チ
と
は
比

べ
ら
れ
な
い
が
、
幸
せ
な
ビ
ー

チ
タ
イ
ム
を
過
ご
し
た
。

　

そ
の
足
で
、
ス
ー
パ
ー
に
寄

っ
て
夕
食
を
買
う
。
古
代
か
ら

ミ
ノ
ア
の
人
々
が
暮
ら
し
た
土

地
に
今
は
地
下
駐
車
場
が
付
い

た
立
派
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
洗
濯
と
夕

食
。
学
校
で
習
っ
た
地
理
や
社

会
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
国
々

の
栄
枯
盛
衰
と
時
空
を
超
え
て

美
し
さ
を
放
つ
芸
術
作
品
を
眩

し
い
太
陽
の
元
で
吸
収
し
た
素

晴
ら
し
い
１
日
で
あ
っ
た
。（
続

く
）

浅
井
岳
史
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
）
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
日
本

か
ら
転
勤
や
大
き
な
後
ろ
盾
の

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
受
け

ず
に
単
身
や
っ
て
き
て
、
自
分

の
夢
を
叶
え
よ
う
と
す
る
若
者

た
ち
が
い
る
。
そ
の
元
若
者
た

ち
が
こ
の
地
で
根
を
張
り
、
ア

メ
リ
カ
社
会
を
相
手
に
堂
々
と

勝
負
し
て
成
功
す
る
、
側
か
ら

見
れ
ば
人
生
の
成
功
体
験
者
の

物
語
を
仰
ぎ
見
る
思
い
だ
が
、

そ
こ
に
は
本
人
の
並
々
な
ら
ぬ

努
力
と
勇
気
が
呼
び
寄
せ
る
強

運
と
い
っ
た
人
生
ド
ラ
マ
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
書
の
著
者
、
大
森
智
子
さ

ん
は
、
１
９
９
２
年
に
単
身
で

来
米
、
96
年
に
俳
優
と
し
て
オ

フ
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の
舞
台

に
立
つ
。
公
演
中
に
ア
パ
ー
ト

の
火
事
で
全
て
を
失
い
、
俳
優

業
を
離
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
日
系
テ
レ
ビ
会
社
で
メ
ジ
ャ

ー
リ
ー
グ
中
継
を
担
当
、
そ
の

後
、
出
版
社
に
転
職
し
て
英
語

版
の
月
刊
誌
立
ち
上
げ
を
経

て
、
米
国
の
ゴ
ー
ゴ
ー
カ
レ
ー

の
オ
ー
ナ
ー
社
長
と
し
て
レ
ス

ト
ラ
ン
経
営
に
乗
り
出
し
自

立
。
全
米
で
15
店
舗
の
直
営
店

と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
経
営
し

て
昨
年
そ
の
会
社
を
売
却
し
、

現
在
は
、
日
本
を
含
む
海
外
か

ら
米
国
進
出
を
目
指
す
企
業
の

支
援
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
執

筆
、
講
演
活
動
に
忙
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。

　

本
書
『
言
葉
を
変
え
る
と
収

入
が
上
が
る　

人
生
が
変
わ

る
』
は
、
大
森
さ
ん
の
実
体
験

を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
キ
ャ
リ

ア
と
自
分
を
磨
く
自
己
啓
発
書

と
し
て
多
く
の
人
に
読
ま
れ
、

ア
マ
ゾ
ン
の
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン

グ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
と
な
っ
て

い
る
。

　

言
葉
の
使
い
方
、
話
し
方
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

上
で
重
要
な
ス
キ
ル
で
あ
る
こ

と
は
誰
も
が
わ
か
っ
て
い
る

し
、
ひ
と
つ
の
雛
形
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
誰
も
が
同
じ
よ
う

な
口
調
で
同
じ
よ
う
な
笑
顔
で

会
話
を
す
る
こ
と
な
ど
は
あ
り

え
な
い
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
Ａ

Ｉ
で
も
な
い
の
で
、
心
の
通
じ

る
何
か
が
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
挨
拶
、「
い
い

で
す
ね
」
と
い
う
相
手
を
ま
ず

肯
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
会

話
、
笑
顔
と
い
う
見
え
ざ
る
言

葉
、
相
手
の
話
を
聞
く
と
い
う

会
話
方
法
な
ど
、
舞
台
、
出
版
、

飲
食
業
経
営
と
い
う
一
見
つ
な

が
り
の
な
い
人
生
経
路
を
辿
っ

て
き
て
い
る
筆
者
の
背
骨
と
心

に
貫
い
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
哲
学
が
本
書
に
は
わ

か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

誰
も
が
社
会
に
出
て
、
学
生

時
代
と
は
異
な
る
実
社
会
の
仕

組
み
や
、
入
っ
た
会
社
組
織
の

風
土
、
社
風
な
ど
、
未
経
験
の

分
野
に
足
を
踏
み
入
れ
る
時
が

あ
る
。
基
本
的
な
ル
ー
ル
や
技

術
、
知
識
を
学
ぶ
段
階
だ
。
武

術
で
い
え
ば
型
の
習
得
。
師
匠

や
先
輩
、
教
科
書
な
ど
か
ら
教

え
ら
れ
る
こ
と
を
忠
実
に
守

り
、
基
礎
を
固
め
る
こ
と
が
ま

ず
大
切
だ
。
こ
れ
を
「
守
」（
基

本
を
学
ぶ
）。
次
に
、
基
本
を

学
ん
だ
あ
と
、
自
分
な
り
の
ス

タ
イ
ル
や
方
法
を
探
究
し
、
既

存
の
枠
組
み
を
超
え
て
い
く
。

キ
ャ
リ
ア
で
言
え
ば
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
や
業
務
の
効
率
化
、

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
な

ど
、
こ
れ
が
「
破
」（
革
新
を

加
え
る
）
段
階
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
独

立
す
る
こ
と
。
自
分
だ
け
の
独

創
的
な
仕
事
を
展
開
し
、
業
界

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と

が
で
き
る
段
階
、こ
れ
を
「
離
」

（
独
自
の
道
を
進
む
）
と
言
い
、

こ
の
守
破
離
を
体
現
し
て
き
た

大
森
さ
ん
が
言
う
と
説
得
力
が

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
日
本
と
違

っ
て
定
年
が
な
い
。
自
分
の
人

生
は
自
分
の
も
の
。
他
の
人
に

で
き
な
い
こ
と
で
頑
張
れ
ば
、

努
力
は
実
る
。「
運
は
努
力
が

好
き
な
ん
で
す
」。
努
力
は
運

を
呼
び
込
む
。
運
命
を
好
転
さ

せ
る
。
頑
張
っ
て
い
て
、
そ
し

て
読
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

一
冊
だ
。　
　
　
　
　
（
三
浦
）

努力は運を呼び込む
大森智子・著

KATSU ZEN USA ・刊

■父さんが教える株とお金の教養（山崎将志、日経ビジネ
ス人文庫）「普通の人がお金持ちになるために必要な知識」
を対話形式で読む本。「カツ丼チェーンで考える株の売買
のタイミング」「もし日本国民がユニクロしか着なくなっ
たら」など身近なテーマから、社会の成り立ちと企業の儲
けのしくみ、株価情報の読み方、伸びしろのある会社の見
きわめ方まで紹介する株とお金儲け入門書。■黒牢城（米
澤穂信、角川文庫）本能寺の変より4年前、天正6年の
冬。織田信長に叛旗を翻して有岡城に立て籠った荒木村重
は、城内で起きる難事件に翻弄される。事件の裏には何が
潜むのか。デビュー20周年の著者が挑む戦国×ミステリ。
第165回直木賞受賞作。■心の窓（沢木耕太郎、幻冬舎）
ブッダガヤで出会った「瞳の少女」、ヘルシンキで胸を熱
くした幼き兄妹の姿、夜のコルドバで心を騒がせた「路地
裏の哀愁」。沢木耕太郎が旅先で撮った81枚の写真と、そ
の情景から想起する人生の機微を描いた短いエッセイ。人
気フォトエッセイ『旅の窓』の続編。■ 50代うつよけレッ
スン（和田秀樹、朝日新書）50代は老いの思春期。先行
きの見えない不安からうつ病になる人が多い世代だ。「考
え方のクセや行動パターンを変えることでうつは防げる」
という著者が、「思考」「生活」「行動」から始める自分の
変え方を伝授する。■テスカトリポカ（佐藤究、角川文庫）
心臓密売人の恐怖がやってくる。メキシコのカルテルに君臨した麻薬密売人
のバルミロは、潜伏先のジャカルタで日本人の臓器ブローカーと出会う。２
人は新たな臓器ビジネスを実現させるため日本へ向かった。海を越えて交錯
する運命の背後に、滅亡した王国の恐るべき神の影がちらつく。人間は暴力
から逃れられるのか。第165回直木賞と山本周五郎賞をW受賞。■「何回
説明しても伝わらない」はなぜ起こるのか？（今井むつみ、日経B P）人は
自分の都合がいいように誤解する生き物である。では、都合よく誤解されな
いためにどうすればいいのか。自分の考えを正しく伝える方法や、「伝える
こと」「わかり合うこと」を真面目に考え、実践したい人のために認知科学
の著者が教えるコミュニケーションの本質と解決策。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
「
普
通
の
人
」
が
お
金
持
ち
に
な
る
た
め
の
入
門
書
。
第
１
６
６
回
直
木
賞
受
賞
作
。

沢
木
耕
太
郎
の
フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
。
50
代
の
心
の
重
荷
が
消
え
る
処
方
箋
。
人
間
は
暴
力

か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
か
？　

自
分
の
考
え
を
「
正
し
く
伝
え
る
」
方
法
と
は
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ハ
ワ
イ
島
コ
ナ
で
の
夜
の
マ

ン
タ
と
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
コ
ス

タ
リ
カ
・
コ
コ
ス
島
の
ハ
ン
マ

ー
ヘ
ッ
ド
と
の
水
泳
、
青
い
光

の
カ
ー
テ
ン
が
楽
し
め
る
メ
キ

シ
コ
の
セ
ノ
ー
テ
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
沈
没
船
、
ベ
リ
ー
ズ
の

灯
台
環
礁
の
洞
窟
探
検
、
南
極

大
陸
の
流
氷
の
下
で
の
ダ
イ
ビ

ン
グ
な
ど
、
世
界
中
の
息
を
の

む
よ
う
な
１
０
０
か
所
の
ス
キ

ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

を
特
集
し
た
本
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
の
ダ
イ
バ
ー
や
探
検
家

に
よ
る
３
５
０
以
上
の
美
し
い

写
真
、
海
洋
生
物
、
旅
の
ヒ
ン

ト
、
専
門
的
な
ダ
イ
ビ
ン
グ
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
が
満
載
。
初
心

者
向
け
の
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ

ー
や
レ
ッ
ク
ダ
イ
ブ
か
ら
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
向
け
の
コ
ー
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
や
洞
窟
ダ
イ
ブ
ま

で
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
経
験
や
認

定
レ
ベ
ル
別
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
だ

け
で
な
く
、
旅
行
好
き
な
人
の

た
め
の
バ
ケ
ッ
ト
リ
ス
ト
（
生

き
て
い
る
う
ち
に
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
を
書
き
出
し
た
リ
ス

ト
）
を
候
補
を
提
供
す
る
よ
う

な
一
冊
だ
。　
　
　
　
（
高
田
）

世
界
の
美
し
い
水
中
写
真

 『100 Dives of a Lifetime』
Written by Carrie Miller
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スケジュールがアップデートされました！
全日程38日程、残り17日程

JAPAN Fesがついにニューヨークの外へ！
NJ、パリへ進出

JAPAN Fes x Otsumami Street
8/11（日）10:00AMー６PM

Midtown East （45th Street bet. Lex. & 3 Ave./ UMAMI GALLERYの前）
ニューヨークへ、日本コミュニティから感謝祭をお届け！

今年発足した〈NPO法人Team JAPAN Association〉として、初のコミュニティイベントを開催します！ いつもジャパンコミュニ
ティを支えてくれているニューヨークの日本食ファンへの感謝祭として、3.90（サンキュー）ドル感謝価格のおつまみサイズフードを
ご提供（もちろん、通常サイズのフードも！）。お手頃な価格とサイズのフードを、いつもより多くの種類楽しめる”おつまみ文化”体験
をニューヨーカーへ贈ります！

https://www.japanfes.com/



